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●第１回
７月31日（日）10：00～15：00
〈内容〉模擬講義、模擬実習、施設見学、

　在校生との座談会･昼食会など
●第２回
８月６日（土）11：00～15：00
〈内容〉
模擬実習、小論文・
面接概要説明、平成
29年度入試説明、
施設見学（受験生対
象）

看護職に興味のある方、看護学部への進学を考え
ている方は、ぜひお越しください！

平成29年度  入学試験日程

福岡医療短期大学

〒814-0193 福岡市早良区田村2-15-1　福岡医療短期大学入試係　
TEL.092-801-0439（直通）　 FAX.092-801-4473
●ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/jcol/　●E-mail  gakumuj@college.fdcnet.ac.jp
●携帯電話用ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/sp/jcol/

問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

〒814-0193 福岡市早良区田村2-15-1　福岡歯科大学学務課入試係
TEL.092-801-1885（直通）　FAX.092-801-0427
●ホームページURL http://www.fdcnet.ac.jp　●E-mail  gakumu@college.fdcnet.ac.jp
●携帯電話及びスマートフォン用ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/col/deviceselect.html

問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

専攻科・口腔保健衛生学専攻

福岡医療短期大学

区分
募集定員 約25名

福岡歯科大学試験場・東京試験場 福岡歯科大学試験場福岡歯科大学試験場

合格発表日

試験会場

願書
受付期間

H28.8.1（月）
～8.3（水）

H28.8.8（月）
～8.17（水）

H28.10.3（月）

H28.9.1（木）
～9.8（木）

H28.9.12（月）
～9.21（水）

H28.10.20（木）

H28.10.3（月）
～10.13（木）

H28.11.17（木）

H28.11.1（火）
～11.10（木）

H28.12.15（木）

H28.11.29（火）
～12.8（木）

H29.1.19（木）

H28.12.15（木）
～29.1.12（木）

H29.2.23（木）

H29.1.27（金）
～2.15（水）

H29.3.9（木）

H29.2.16（木）
～3.1（水）

H29.3.24（金）

H29.3.6（月）
～3.17（金）

福岡医療短期大学

AO入試（社会人含む）　歯科衛生学科〈約35名〉／保健福祉学科〈約20名〉

※社会人AO入学試験は、上記日程で行います。　注）オープンキャンパス・AO入学試験については、希望により随時開催することがあります。

オープンキャンパス開催のお知らせ

試験日 H28.8.5（金） H28.8.19（金） H28.9.10（土） H28.9.24（土）H28.10.15（土）H28.11.12（土）H28.12.10（土） H29.1.14（土） H29.2.17（金） H29.3.3（金） H29.3.22（水）

福岡歯科大学

区分

合格発表日

試験会場

募集定員

願書
受付期間

試験日

歯科衛生学科 指定校推薦入学試験
A日程 B日程 C日程 D日程
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AO入試Ⅰ期

H28.11.22（火）

約15名
H28.11.19（土）

H28.11.1（火）
～11.16（水）
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H29.3.24（金）
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H29.3.22（水）

H29.3.6（月）
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三次募集

約1名

H28.11.17（木）合格発表日

試験会場

願書
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福岡医療短期大学
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区分
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公募推薦入学試験（Ⅰ）
自己推薦入学試験（Ⅰ）

約2名

公募推薦入学試験（Ⅱ）
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口腔歯学部

一般入学試験（社会人を含む）

A日程 B日程 C日程 D日程
一般入学試験（社会人を含む）

福岡歯科大学 福岡医療短期大学 福岡看護大学（仮称）【設置認可申請中】
〈実施日〉
７月30日（土）
８月５日（金）・19日（金）
９月10日（土）・24日（土）
10月15日（土）
11月19日（土）
12月10日（土）

〈内容〉
●施設見学
●カリキュラム説明
●在校生の声紹介
●入学試験説明

施設見学 歯科衛生学科 保健福祉学科 新校舎完成イメージ

●７月23日（土） ●８月７日（日） ●９月11日（日）
 ３日程とも13：00～16：00

『2017年４月 開学予定！』

詳しくは
ホームページで
公開中！

〈内容〉
模擬講義、看
護体験、大学
生活に関する
相談会

〈開催場所〉福岡歯科大学本館
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《Featuring News》 ̶注目のニュース̶

《Campus News》 ̶学園の話題̶

国際交流レポート

◆福岡市民の健康を歯と口から守る集い
◆編集後記

《Events》 ̶学園行事レポート̶

◆学術報告会（葛西秀夫・6期生）
◆同窓生からの手紙（中田 宏・13期生）
◆クリニックからこんにちは！（中谷 一空・31期生）
◆卒業生NOW（野 山々 信・25期生）

《From Alumni》 ̶同窓会だより̶

◆松野 浩明（福岡歯科大学 第2学年）
◆村上 司（父兄後援会理事）
◆連載コラム「無用の用」

《Students & Parents》 ̶学生・保護者からのメッセージ̶

◆平成２9年度入試日程
◆オープンキャンパス

《Information》

《People》 ̶学園の「ひと」̶

◆熊本地震被災地への歯科医療救護活動に参加

◆平成28年度日本学術振興会特別研究員に
本学大学院生 橋本麻利江氏が採用

◆医科歯科総合病院「リハビリテーション科」を標榜
◆医科歯科総合病院 西鉄バス乗り入れ運行開始
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◆平成28年度福岡歯科大学公開講座
◆平成28年度父兄後援会支部懇談会開催日程
◆平成28年度福岡医療短期大学公開講座
◆第12回健康まるごと福岡学園

◆水田祥代理事長が世界小児外科学会連合
 「The Lifetime Achievement Awards」を受賞、
　欧州小児外科学会名誉会員の称号を受ける
◆教員紹介

14
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12

13

裏表紙
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さ
れ
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え
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も
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に
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れ
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の
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に
か
無
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に
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自
分
を
発
見
し
ま

す
。私
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ち
は
躍
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す
る
水
に
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を
感
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れ
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ど
明
日
を
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望
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大
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な
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平
成
28
年
４
月
14
日
、16
日
に
熊
本
地
方
で
大
き
な
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。鉄
道
、道
路
は
も
と
よ
り
、熊
本
城
、水

前
寺
公
園
、阿
蘇
大
橋
、阿
蘇
神
社
等
の
施
設
、家
屋
で
甚

大
な
被
害
が
生
じ
、こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
地
震
発
生
か

ら
１
ヶ
月
を
過
ぎ
た
５
月
中
旬
で
も
余
震
が
続
い
て
お
り
ま

す
。今
回
の
地
震
で
大
き
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
卒
業
生
の
皆

様
、在
校
生
、家
族
の
皆
様
、ま
た
地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、皆
様
が
１
日
も
早
く
日

常
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
って

い
ま
す
。福
岡
歯
科
大
学
も
入
学
希
望
者
が
激
減
す
る
厳

し
い
時
を
経
て
、新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
貢
献
す
る
歯
科
医
師
、歯
科
衛
生
士
、介
護
福
祉
士

を
育
成
す
る
泉
を
こ
れ
か
ら
も
涸
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

日
常
を
大
切
に
成
長
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

《表紙写真》 晴天の下、盛り上がった学園体育祭
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、熊
本
城
、水

前
寺
公
園
、阿
蘇
大
橋
、阿
蘇
神
社
等
の
施
設
、家
屋
で
甚

大
な
被
害
が
生
じ
、こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
地
震
発
生
か

ら
１
ヶ
月
を
過
ぎ
た
５
月
中
旬
で
も
余
震
が
続
い
て
お
り
ま

す
。今
回
の
地
震
で
大
き
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
卒
業
生
の
皆

様
、在
校
生
、家
族
の
皆
様
、ま
た
地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、皆
様
が
１
日
も
早
く
日

常
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
って

い
ま
す
。福
岡
歯
科
大
学
も
入
学
希
望
者
が
激
減
す
る
厳

し
い
時
を
経
て
、新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
貢
献
す
る
歯
科
医
師
、歯
科
衛
生
士
、介
護
福
祉
士

を
育
成
す
る
泉
を
こ
れ
か
ら
も
涸
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

日
常
を
大
切
に
成
長
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

《表紙写真》 晴天の下、盛り上がった学園体育祭
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注目のニュース

田
中
亜
弥
（
第
6
学
年
）

歯
科
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
交
流

　
私
達
、大
坪
博
貴・江
口
奈
海・田
中
亜
弥
の
３
名
は
、梶
井
准
教
授
引
率
の
下
、韓
国
の

慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学
への
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。慶
熙
大
學
校
歯
科

大
学
は
約
50
万
㎡
も
の
広
大
な
敷
地
に
24
の
学
部
を
持
つ
私
立
大
学
で
す
。博
物
館
や
、ま

る
で
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
を
連
想
さ
せ
る
講
堂
は
圧
巻

で
し
た
。私
達
は
慶
熙
大
學
校
の
学
生
さ
ん
と
一
緒
に

キ
ャ
ン
パス
及
び
病
院
見
学
、教
授
の
特
別
講
義
を
受
け

ま
し
た
。学
生
さ
ん
は
私
的
な
時
間
を
割
い
て
ま
で
積
極

的
か
つ
前
向
き
な
姿
勢
で
私
達
と
向
き
合
って
下
さ
り
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。附
属
病
院
は
8
0
0
床
を

有
し
て
お
り
、最
上
階
に
は
韓
国
で
唯
一
漢
方
を
調
合
す

る
専
用
フ
ロ
ア
が
あ
り
、西
洋
医
学
と
並
行
し
て
東
洋
医

学
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
治
療
は
と
て
も
新
鮮
で
し

た
。こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
に

感
謝
し
、こ
の
経
験
を
活
か
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学（
３
月
13
日
〜
19
日
）

キ
ョ
ン
ヒ

キ
ョン
ヒ

池
田

礼
子
（
第
6
学
年
）

中
国
の
歯
科
事
情

　
３
月
中
旬
の
１
週
間
、佐
藤
教
授
と
都
築
准
教
授
引
率
の
も
と
、河
村
修
平・髙
地
昇

大・栗
尾
宜
德・池
田
礼
子
は
上
海
交
通
大
学
口
腔
医
学
院
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
附
属
の
病
院
は
年
間
1
0
0
万
人
来
院
す
る
大
病
院
で
、各
科
細
か
く
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。先
生
は
大
部
分
の
治
療
を
１
人
30
分
で
済
ま
せ
る
に
も
関
わ
ら
ず
全
く
煩
雑
さ
が

な
く
高
い
技
術
を
持
ち
、学
生
も
自
主
性
と
誇
り
を
持
って
い

ま
す
。治
療
費
の
高
い
特
別
室
の
待
合
室
ま
で
人
が
溢
れ
、学

部
棟
に
博
物
館
が
併
設
さ
れ
る
程
の
長
い
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

　
見
学
の
後
に
は
中
国
の
名
所
を
案
内
し
て
も
ら
い
、中
華
料

理
を
ご
馳
走
に
な
り
、最
初
か
ら
最
後
ま
で
上
海
交
通
大
学
の

先
生
や
学
生
に
は
大
変
厚
い
お
も
て
な
し
に
預
か
り
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
終
え
て
、苦
手
な
こ
と
や
面
倒
そ
う
な
こ
と

こ
そ
、の
ち
に
糧
と
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。皆
さ
ん
に
は
何
事
も

弊
害
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
尻
込
み
す
る
よ
り
、ま
ず
飛
び

込
ん
で
挑
戦
し
て
み
て
欲
し
い
で
す
。

上
海
交
通
大
学
口
腔
医
学
院（
３
月
13
日
〜
19
日
）

大
西

俊
介
（
第
6
学
年
）

中
国
医
科
大
学
へ
の
訪
問

中
国
医
科
大
学
口
腔
医
学
院（
３
月
20
日
〜
26
日
）

石
川

翔
子
（
第
6
学
年
）

Ｕ
Ｂ
Ｃ
で
の
研
修

ブ
リ
テ
ィッ
シ
ュコ
ロ
ン
ビ
ア
大
学（
４
月
17
日
〜
５
月
１
日
）

　
私
達
、重
城
伸
昭・幡
地
秀
栄・森
志
穂
美・大
西
俊
介
の
４
名
は
、橋
本
教
授
、松
﨑

講
師
引
率
の
下
、中
国
医
科
大
学
口
腔
医
学
院
へ
の
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
口
腔
病
院
の
研
修
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、中
国
東
北
部
か
ら
の
多
数
の
患
者
で
病
院

内
は
溢
れ
か
え
り
、自
己
主
張
の
強
い
患
者
達
に
対
し
て
の

先
生
方
の
丁
寧
な
説
明
と
、圧
倒
的
な
数
の
症
例
に
対
し

て
迅
速
か
つ
適
切
な
処
置
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
研
修
中
、中
国
医
科
大
学
の
学
生
６
名
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
、彼
ら
の
歯
科
医
学
に
対
す
る
情
熱
的

な
姿
勢
と
圧
倒
的
な
英
語
力
に
は
多
く
の
刺
激
を
受
け
、

今
後
の
自
己
研
鑚
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
１
週
間
の
素
晴
ら
し
い
経
験
に
よ
っ
て
、自
分
が
置

か
れ
て
い
る
世
界
を
俯
瞰
的
、客
観
的
に
見
直
す
視
点
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。今
回
こ
の
よ
う
な
研
修

の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
悪
天
候
で
飛
行
機
の
出
発
が
遅
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、予
定
よ
り
1
日

遅
れ
の
４
月
18
日
か
ら
、南
舘
崇
夫
・三
原
朋
之
・
秋
山
史
織
と
私
の
４
名
は
、カ
ナ
ダ

の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュコ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
へ
の
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
U
C
B
で
は
、マ
ネ
キ
ン
実
習
で
も
患
者
さ
ん
の
治
療
で
も
学
生
が
一
人
で
行
っ
て

お
り
大
変
驚
き
ま
し
た
。理
由
を
尋
ね
る
と
、講
義
で
説

明
し
て
い
る
の
で
現
場
で
は
学
生
が
自
分
自
身
で
よ
く
考

え
て
決
め
る
、と
言
わ
れ
、学
生
の
時
か
ら「
自
分
で
考
え

行
動
す
る
」力
を
身
に
着
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。他
国
の
文
化
や
歯
科
医
療
の
教
育
・
臨
床
現
場
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今
回
の
経
験
は
、私
の
こ
れ
か
ら

の
歯
科
医
師
人
生
で
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、カ
ナ
ダ
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
、ま
た
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
学

園
の
関
係
者
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　育児中の皆様にも安心して総会にご参加い
ただけるよう、本総会では、無料託児室をご用意
しております。お子様連れで参加される方は、ぜ
ひご利用ください。なお、託児室の利用は完全予
約制とさせていただき、人数制限がございます
ので、お申し込みはお早目にお願いいたします。

■託児時間
10月21日(金)　10:00～19:00
10月22日(土)　8:00～17:00
10月23日(日)　8：00～17:00

■対象
総会参加者のお子様で０歳（３カ月）～
就学前まで

■料金
無料
○費用は総会にて負担させていただきます
が、キャンセルの場合はキャンセル料をご
利用者様本人にご負担いただきます。

○飲食やおむつ等については、ご利用者様に
てご用意ください。

■申込最終締切
10月６日（木）まで
■申込方法
総会ＨＰの「託児室のご案内」よりお申込
みいただけます。

〈委託先〉 
株式会社アルファコーポレーション

託児室のご案内

23歯科総会 福岡 検索
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を
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口
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海・田
中
亜
弥
の
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名
は
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井
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引
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の
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国
の
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大
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に
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ま
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熙
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敷
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に
24
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学
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を
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私
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で
す
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を
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想
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堂
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で
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の
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と
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及
び
病
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特
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を
受
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ま
し
た
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は
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な
時
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で
積
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前
向
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な
姿
勢
で
私
達
と
向
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って
下
さ
り
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。附
属
病
院
は
8
0
0
床
を

有
し
て
お
り
、最
上
階
に
は
韓
国
で
唯
一
漢
方
を
調
合
す

る
専
用
フ
ロ
ア
が
あ
り
、西
洋
医
学
と
並
行
し
て
東
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医

学
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
治
療
は
と
て
も
新
鮮
で
し

た
。こ
の
様
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
に

感
謝
し
、こ
の
経
験
を
活
か
し
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

慶
熙
大
學
校
歯
科
大
学（
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月
13
日
〜
19
日
）

キ
ョ
ン
ヒ

キ
ョン
ヒ

池
田

礼
子
（
第
6
学
年
）

中
国
の
歯
科
事
情

　
３
月
中
旬
の
１
週
間
、佐
藤
教
授
と
都
築
准
教
授
引
率
の
も
と
、河
村
修
平・髙
地
昇

大・栗
尾
宜
德・池
田
礼
子
は
上
海
交
通
大
学
口
腔
医
学
院
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
附
属
の
病
院
は
年
間
1
0
0
万
人
来
院
す
る
大
病
院
で
、各
科
細
か
く
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。先
生
は
大
部
分
の
治
療
を
１
人
30
分
で
済
ま
せ
る
に
も
関
わ
ら
ず
全
く
煩
雑
さ
が

な
く
高
い
技
術
を
持
ち
、学
生
も
自
主
性
と
誇
り
を
持
って
い

ま
す
。治
療
費
の
高
い
特
別
室
の
待
合
室
ま
で
人
が
溢
れ
、学

部
棟
に
博
物
館
が
併
設
さ
れ
る
程
の
長
い
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

　
見
学
の
後
に
は
中
国
の
名
所
を
案
内
し
て
も
ら
い
、中
華
料

理
を
ご
馳
走
に
な
り
、最
初
か
ら
最
後
ま
で
上
海
交
通
大
学
の

先
生
や
学
生
に
は
大
変
厚
い
お
も
て
な
し
に
預
か
り
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
終
え
て
、苦
手
な
こ
と
や
面
倒
そ
う
な
こ
と

こ
そ
、の
ち
に
糧
と
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。皆
さ
ん
に
は
何
事
も

弊
害
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
尻
込
み
す
る
よ
り
、ま
ず
飛
び

込
ん
で
挑
戦
し
て
み
て
欲
し
い
で
す
。

上
海
交
通
大
学
口
腔
医
学
院（
３
月
13
日
〜
19
日
）

大
西

俊
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（
第
6
学
年
）

中
国
医
科
大
学
へ
の
訪
問

中
国
医
科
大
学
口
腔
医
学
院（
３
月
20
日
〜
26
日
）

石
川

翔
子
（
第
6
学
年
）

Ｕ
Ｂ
Ｃ
で
の
研
修

ブ
リ
テ
ィッ
シ
ュコ
ロ
ン
ビ
ア
大
学（
４
月
17
日
〜
５
月
１
日
）

　
私
達
、重
城
伸
昭・幡
地
秀
栄・森
志
穂
美・大
西
俊
介
の
４
名
は
、橋
本
教
授
、松
﨑

講
師
引
率
の
下
、中
国
医
科
大
学
口
腔
医
学
院
へ
の
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
口
腔
病
院
の
研
修
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、中
国
東
北
部
か
ら
の
多
数
の
患
者
で
病
院

内
は
溢
れ
か
え
り
、自
己
主
張
の
強
い
患
者
達
に
対
し
て
の

先
生
方
の
丁
寧
な
説
明
と
、圧
倒
的
な
数
の
症
例
に
対
し

て
迅
速
か
つ
適
切
な
処
置
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
研
修
中
、中
国
医
科
大
学
の
学
生
６
名
と
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
、彼
ら
の
歯
科
医
学
に
対
す
る
情
熱
的

な
姿
勢
と
圧
倒
的
な
英
語
力
に
は
多
く
の
刺
激
を
受
け
、

今
後
の
自
己
研
鑚
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
１
週
間
の
素
晴
ら
し
い
経
験
に
よ
っ
て
、自
分
が
置

か
れ
て
い
る
世
界
を
俯
瞰
的
、客
観
的
に
見
直
す
視
点
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。今
回
こ
の
よ
う
な
研
修

の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
悪
天
候
で
飛
行
機
の
出
発
が
遅
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、予
定
よ
り
1
日

遅
れ
の
４
月
18
日
か
ら
、南
舘
崇
夫
・三
原
朋
之
・
秋
山
史
織
と
私
の
４
名
は
、カ
ナ
ダ

の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュコ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
へ
の
海
外
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
U
C
B
で
は
、マ
ネ
キ
ン
実
習
で
も
患
者
さ
ん
の
治
療
で
も
学
生
が
一
人
で
行
っ
て

お
り
大
変
驚
き
ま
し
た
。理
由
を
尋
ね
る
と
、講
義
で
説

明
し
て
い
る
の
で
現
場
で
は
学
生
が
自
分
自
身
で
よ
く
考

え
て
決
め
る
、と
言
わ
れ
、学
生
の
時
か
ら「
自
分
で
考
え

行
動
す
る
」力
を
身
に
着
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま

し
た
。他
国
の
文
化
や
歯
科
医
療
の
教
育
・
臨
床
現
場
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
今
回
の
経
験
は
、私
の
こ
れ
か
ら

の
歯
科
医
師
人
生
で
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、カ
ナ
ダ
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
、ま
た
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
学

園
の
関
係
者
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　育児中の皆様にも安心して総会にご参加い
ただけるよう、本総会では、無料託児室をご用意
しております。お子様連れで参加される方は、ぜ
ひご利用ください。なお、託児室の利用は完全予
約制とさせていただき、人数制限がございます
ので、お申し込みはお早目にお願いいたします。

■託児時間
10月21日(金)　10:00～19:00
10月22日(土)　8:00～17:00
10月23日(日)　8：00～17:00

■対象
総会参加者のお子様で０歳（３カ月）～
就学前まで

■料金
無料
○費用は総会にて負担させていただきます
が、キャンセルの場合はキャンセル料をご
利用者様本人にご負担いただきます。

○飲食やおむつ等については、ご利用者様に
てご用意ください。

■申込最終締切
10月６日（木）まで
■申込方法
総会ＨＰの「託児室のご案内」よりお申込
みいただけます。

〈委託先〉 
株式会社アルファコーポレーション

託児室のご案内

23歯科総会 福岡 検索



平成27年度事業報告および決算
学校法人福岡学園の事業報告および決算が、5月25日開催の評議員会、理事会で承認されました。概要は次のとおりです。

平成27年度（第44期）事業報告

平成27年度（第44期）決算

1．「口腔医学の学問体系の確立・育成」について
　口腔医学教育・口腔医療の確立育成のフロントランナーとして、10年余そ
の実践に努めてきました。今年度は、その「口腔医学」を推進するために、平
成28年10月に本学が主幹校として開催予定の第23回日本歯科医学会総
会において、「未来の歯科のあるべき姿－口腔医学の学問体系の確立－」を
演題とした国際セッションシンポジウムや「口から食べて豊かな人生」を演題
とした公開フォーラムを企画するなど準備を進めたほか、口腔医学の創設・
育成を推進するために故田中健藏理事長のご遺族から受け入れた寄付金
を原資として「田中健藏基金」を設立しました。
　また、文部科学省選定の戦略的大学連携事業「口腔医学の学問体系の
確立と医学・歯学教育体制の再考」（助成期間は平成20年～22年度）につい
て、福岡地区において口腔医学シンポジウム「からだを守る口腔ケア」を開催
し、歯科医師と医師のそれぞれの立場から口腔ケアの重要性を広く社会に
アピールしました。
2．教育の改善・充実等について
（1）平成25年度からの継続事業である「私立大学等改革総合支援事業」
（文部科学省および日本私立学校振興・共済事業団が共同実施）におい
て、今年度も引き続き、福岡歯科大学および福岡医療短期大学ともに、
タイプ1「大学教育の質転換」に採択され、「大学力」の向上のため組織
的・体系的に大学改革に取組む大学として支援を受けました。

（2）平成26年度から5年計画で採択された「大学教育再生加速プログラム
（AP）」（文部科学省実施）において、今年度は、福岡歯科大学ではディプ
ロマ・ポリシー達成のために学生に獲得させることが必要な具体的な能
力を示す「コンピテンス・コンピテンシー」を策定し、福岡医療短期大学で
は汎用的能力の育成のためルーブリック評価を取り入れた計6種類の教
育改善モデルの実践などに取組みました。

（3）大学においては、総合学習力を引き上げるため、第1～3学年において総
合試験のトライアルを実施しました。第4学年では、共用試験の合格率
向上に向け、基礎臨床統合演習用e-learningコンテンツを全分野で作
成、後期演習で使用したほか、補強講義を新たに実施しました。第6学年
では、過去の国家試験問題の解説を全分野で展開したほか、必須問題
の強化及び不得意科目の補強授業などを実施し、第5学年では第6学
年で使用した国家試験の重要問題を使って学年を跨いだシームレスな
教育を行いました。

（4）大学院においては、客観的評価確立のため学位審査基準に基づく審査
評価票を用いた審査を行うなど教育の可視化、実質化を図りました。

（5）短大においては、歯科衛生学科では、本学園の医科歯科総合病院及び
口腔医療センターにおいても実践的な臨床臨地実習の充実に努めたほ
か、口腔介護教育を充実するための講義、実習も実施しました。保健福
祉学科では、介護福祉士養成校の中で福岡県初の「医療的ケア教育の
実施機関」として登録を受け、16名に修了証を交付しました。専攻科で
は、27年度より特例適用専攻科として、論文審査を学内で実施し、対象
者18名に学位が授与されました。

（6）「第109回歯科医師国家試験」は既卒者を含めた総合合格率が46.1％
で私立歯科大学中13位でした。今後は国家試験結果の分析に基づき、
国試合格率の向上に努めます。また、短大の「第25回歯科衛生士国家
試験」は受験者86名のうち84名が合格し、合格率が97.7％でした。

3．研究の活性化について
（1）研究業績として、専任教員の総論文数（著書、総説、原著論文、症例報告

等）は、福岡歯科大学は前年度151編が191編（うち欧文68編）に、福岡医療
短期大学は前年度13編が21編（うち欧文1編）になりました。

（2）先端科学研究センターでは、5年計画の研究「疾患の発症と進展を抑制
する分子基盤」の2年目にあたり、基盤を確立する研究を活発に行いまし
た。また1年目の成果について研究発表会を開催し、国内外の4名の評
価委員から高い評価を受けました。

（3）再生医学研究センターは、山﨑純教授を新たなセンター長に選任すると
ともに、センター研究室を移設し、組織化幹細胞を用いて細胞再生療法
の改善を図りながら、高齢者に適応した個別化口腔・顎顔面機能再生を
実現するための基盤研究をスタートさせました。

（4）老化制御研究センターの研究「老化の抑制と疾患の制御における環境ス

トレスとゲノムの応答」は、超低温フリーザー、ソフトインキュベーター、ゲル
撮影装置を新たに導入するなど研究を活性化するためにセンター機器を
整備しました。

4．学生の支援等について
（1）大学では、第1学年の成績不振者を対象に、理数系基礎科目について外

部講師による修学支援を実施したほか、手書きの図書台帳に記載の図書
目録を電子データ化し、利用者サービスの向上を図りました。

（2）短大では、成績不振者に対する補習授業を、土曜日を含めた課外時間に
実施したほか、学年担当と助言教員による保護者面談や学生指導を実
施し、学生の修学支援の充実を図りました。

（3）学生募集について、平成28年度入学者数は、学部97名（志願者数前年
比5％増、競争倍率1.9倍から2.1倍に上昇）、短大歯科衛生学科71名、保
健福祉学科15名となりました。

5．社会との連携・貢献について
（1）地域連携センターでは、公開講座、出前講座、生涯研修、セミナー等を開

催し、地域社会の健康維持増進、人材の育成、最新医療情報の発信等
に努めたほか、今年度は福岡市から介護予防教室の運営事業者に選定
され介護予防プログラムを実施しました。また、地域の歯科医師会と連
携して健康相談、無医地区での講演会、超高齢地区での健康診断の実
施並びに総合病院と連携して入院患者への口腔ケアの実施など、健康
長寿社会の構築および地域社会の活性化に努めました。

（2）医科歯科総合病院では、医療安全担当の専任教員を配置し、医療安全、
危機管理体制の整備を行いました。また、サービス向上の対策として新た
に皮膚科を開設したほか、西日本鉄道㈱と交渉し、平成28年6月から病
院構内のバス乗り入れを決定しました。また、病院外来棟1階トイレ及び
洗口コーナー等の改修を行いました。なお、外来患者数は1日平均662.2
人（前年比4.07％増）、入院患者数は27.4人（前年比8.12％減）となりまし
た。病院改築計画については、理事長が若手教員と意見交換会を実施
するなどして基本コンセプト及び階別施設整備計画等を検討しました。

（3）口腔医療センターは、地域医療への貢献のため歯科医師、歯科衛生士
の充実を図りました。年間患者総数は28,345人、1日平均患者数は
106.2人でした。

（4）介護老人保健施設は、利用者拡大のため特別養護老人ホーム等へも紹
介依頼を行い、短期入所の延べ利用者数は368人（前年比297％増）と
なりましたが、入所者数は1日平均71.9人（前年比6.4％減）となり、施設
活性化のための検討委員会を立ち上げました。通所利用者数は1日平
均26.8人（前年比21.5％増）で過去最高となりました。

（5）国際交流では、大学はマンダレー歯科大学（ミャンマー）と学術交流を目
指してLOAを締結したほか、ブリティッシュコロンビア大学歯学部、上海
交通大学口腔医学院、慶熙大學校歯科大学、中国医科大学口腔医学院
と学生交流・学術交流を引き続き実施しました。また、欧米との学術交
流を目指してリバプール大学と交渉しています。

6．組織運営について
（1）経営強化策として①経営企画委員会設置、②規定を整備し内部監査の実

施、③学生生活満足度調査の実施、④地域経済への波及効果の分析、公
開等を実施し、私立大学等経営強化集中支援事業に採択されました。

（2）外部資金導入として、文部科学省から私立学校施設整備費補助金、私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業に係る研究費補助金および大学
改革推進等補助金などで約1億5千万円を受け入れました。この他、寄
付金ついて、故田中前理事長のご遺族からの寄付金や個人寄付件数の
増加により約3,300万円を受け入れました。

（3）学内LANの基幹スイッチ等の更新・設定を実行し、日々 巧妙化する脅威
に対応したネットワーク設計の見直しを行い、設定変更を行いました。

（4）看護大学設置準備室を設置し、福岡看護大学（仮称）の設置認可申請
を10月に文部科学省に行いました。

超高齢社会へと変化した社会情勢の中、本学には地域社会、国際社会の期
待に応えるための改革が求められています。本学では、医療、保健、福祉の総
合学園としての特色をさらに充実、発展させ、社会の期待に応えられる人材
育成を目指して、引き続き努めてまいります。

○資金収支計算書

　平成27年度の資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表及び財産目録の概要は次のとおりです。

○事業活動収支計算書

○貸借対照表

○財産目録

■前年度決算との差異の主な要因

■資金収支決算総括表（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで）

■事業活動収支決算総括表（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで）

医 療 収 入
受取利息・配当金収入

人 件 費 支 出

管 理 経 費 支 出

施 設 関 係 支 出

設 備 関 係 支 出

病院医療収入の増により7,300万円の増加となりました。
金利低下により保有債券の運用利息が5,400万円の減少となりました。

教員人件費5,700万円増、職員人件費5,300万円増、退職金2億
3,000万円の減により1億3,000万円の減少となりました。
福岡看護大学(仮称)申請業務委託費1,600万円増、前年度の学而会へ
の寄付金1億5,000万円の減などにより1億1,900万円の減少となりました。
福岡看護大学(仮称)校舎新築工事費(前払金)6億6,400万円、高圧
受変電設備更新工事費(前払金)4,600万円、病院空調設備更新工
事費7,100万円などにより7億8,000万円の増加となりました。
前年度の病院医療情報システム整備費5億4,000万円の減などによ
り5億5,100万円の減少となりました。

（7,300万円増）
（5,400万円減）

（1億3,000万円減）

（1億1,900万円減）

（7億8,000万円増）

（5億5,100万円減）

【収入の部】 

【支出の部】

■前年度末との増減の主な要因

■貸借対照表（平成２８年３月３１日現在）

【資産の部】

■前年度決算との差異の主な要因

基 本 金 組 入 額 建物等の取得に伴う第1号基本金への組入れにより1億5,500万円
の増加となりました。（1億5,500万円増）

■活動区分ごとの収支
【教育活動収支】 経常的な収支のうち、学校法人の本業である教育研究事業の収支状況を表す。 
  教育活動収入は61億2,200万円、教育活動支出は61億4,700万円となり、教育活動収支差額は2,500万円の支出超過となりました。
【教育活動外収支】 経常的な収支のうち、財務活動と収益事業による収支状況を表す。
  教育活動外収入は7億7,300万円、教育活動外支出は0円となり、教育活動外収支差額は7億7,300万円の収入超過となりました。
【経常収支差額】 経常的な事業活動による収支バランスを表す。
  教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合計した経常収支差額は7億4,800万円の収入超過となりました。
【特別収支】 一時的に発生した臨時的な事業活動による収支状況を表す。
  特別収入は5,000万円、特別支出は1,300万円となり、特別収支差額は3,700万円の収入超過となりました。

【負債の部】

【純資産の部】

・有形固定資産は福岡看護大学(仮称)校舎新築工事費などにより4億8,800万円の増加となりました。
・特定資産は福岡看護大学(仮称)の設置経費の支払に充当する施設設備充実引当特定資産を取り崩したことなど
により3億9,600万円の減少となりました。
・流動資産は定期預金等の短期運用資産として保有したことなどにより3億8,900万円の増加となりました。

・流動負債は退職金等の未払金の減などにより1億3,900万円の減少となりました。

・第1号基本金は福岡看護大学(仮称)校舎新築工事費などを組入れたことにより5億3,000万円の増加となりました。
・第2号基本金は病院建設等資金の組入れ計画に基づき6億円を組入れたことにより6億円の増加となりました。
・繰越収支差額は基本金に組入れたことにより3億8,000万円の減少となりました。

■財産目録総括表（平成２８年３月３１日現在）

Ⅰ. 基本財産
　  固定資産
　（1）有形固定資産
　（2）特定資産
　（3）その他の固定資産
Ⅱ. 運用財産
　１．固定資産
　（1）有形固定資産
　（2）特定資産
　（3）その他の固定資産
　２．流動資産
資産の部合計

46,769,120,257
46,769,120,257
11,681,293,388
34,779,978,850
307,848,019

13,997,465,115
12,015,641,279

28,366,676
11,632,360,000
354,914,603
1,981,823,836
60,766,585,372

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

資産の部 金　額

Ⅰ．固定負債
　  退職給与引当金

Ⅱ．流動負債 
　  未 払 金
　  前 受 金
　  預 り 金

　  負 債 の 部 合 計
　  差 引 正 味 財 産
負債の部合計及び差引正味財産合計

1,374,950,935
1,374,950,935

924,779,086
333,500,971
432,117,700
159,160,415

2,299,730,021
58,466,855,351
60,766,585,372

負債の部 金　額

【収入の部】

科　　目 予　算
金　額 構成比％

決　算 差　異
金　額 金　額構成比％

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入
手    数    料   収   入
寄 　  付 　  金   収 　 入
補    助    金   収   入
国  庫  補  助  金  収 入
地方公共団体補助金収入
資  産   売  却   収   入
付 随 事 業･収 益 事 業 収 入
医 　 　 療 　 　 収 　 　 入
受 取 利 息・配 当 金 収 入
雑 収 　 　  　 入
借  入  金   等   収   入
前    受    金   収   入
そ  の  他   の   収   入
資 金  収 入  調 整  勘  定
　 （ 小 計 ） 　
前 年 度 繰 越 支 払 資 金
収   入   の   部  合  計

3,005,485,000
20,371,000
83,114,000
533,922,000
533,922,000

0
300,000,000
466,750,000
1,715,000,000
754,560,000
183,192,000

0
377,100,000

13,793,490,000
△ 755,924,000

（20,477,060,000）
927,467,000

21,404,527,000

14.68
0.10
0.41
2.61
̶
̶

1.47
2.28
8.38
3.68
0.89
0.00
1.84
67.36
△ 3.70
（100.00）

3,005,255,000
22,208,010
100,006,933
594,643,908
594,526,000

117,908
400,068,000
454,766,401
1,800,959,886
772,974,043
171,326,713

0
432,117,700

15,272,647,321
△ 843,768,967

（22,183,204,948）
927,467,392

23,110,672,340

230,000
△ 1,837,010
△ 16,892,933
△ 60,721,908
△ 60,604,000
△ 117,908

△ 100,068,000
11,983,599

△ 85,959,886
△ 18,414,043
11,865,287

0
△ 55,017,700

△ 1,479,157,321
87,844,967

（△ 1,706,144,948）

△ 1,706,145,340

13.55
0.10
0.45
2.68
̶
̶

1.80
2.05
8.12
3.48
0.77
0.00
1.95
68.85
△ 3.80
（100.00）

【支出の部】

科　　目 予　算
金　額 構成比％

決　算 差　異
金　額 金　額構成比％

人    件    費   支   出
教 育  研 究  経 費  支  出
管   理   経   費  支  出
借 入 金 等 利  息  支  出
借 入 金 等 返  済  支  出
施   設   関   係  支  出
設   備   関   係  支  出
資   産   運   用  支  出
そ   の   他   の  支  出

　 ［ 予 備 費 ］
資 金 支 出  調 整  勘  定
　 （ 小 計 ） 　
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金
支   出   の   部  合  計

3,826,858,000
1,619,868,000
409,167,000

0
0

1,032,633,000
172,140,000

13,396,981,000
490,726,000
（171,320,000）
128,680,000

△ 302,100,000
（20,774,953,000）

629,574,000
21,404,527,000

18.42
7.80
1.97
0.00
0.00
4.97
0.83
64.49
2.36

0.62
△ 1.46
（100.00）

3,704,807,634
1,532,845,053
291,136,752

0
0

851,009,000
183,829,072

14,893,892,800
502,688,796

△ 375,453,295
（21,584,755,812）
1,525,916,528
23,110,672,340

122,050,366
87,022,947
118,030,248

0
0

181,624,000
△ 11,689,072

△ 1,496,911,800
△ 11,962,796

128,680,000
73,353,295

（△809,802,812）
△ 896,342,528
△ 1,706,145,340

17.16
7.10
1.35
0.00
0.00
3.94
0.85
69.00
2.33

△ 1.73
（100.00）

科　　目 予　算
金　額 構成比％

決　算 差　異
金　額 金　額構成比％

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
国 庫 補 助 金
地方公共団体補助金
付 随 事 業 収 入
医 療 収 入
雑 収 入
教 育 活 動 収 入 計
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
教 育 活 動 支 出 計

教 育 活 動 収 支 差 額
受 取 利 息・配 当 金
その他の教育活動外収入
教 育 活 動 外 収 入 計
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
教 育 活 動 外 支 出 計

教 育 活 動 外 収 支 差 額
経 常 収 支 差 額

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
特 別 収 入 計
資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
特 別 支 出 計

特 別 収 支 差 額

［ 予 　 　 備 　 　 費 ］
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
基 本 金 取 崩 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

（参考）
事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

3,005,485,000
20,371,000
83,114,000
533,922,000
533,922,000

0
466,750,000
1,715,000,000
183,192,000
6,007,834,000
3,784,892,000
2,138,176,000
511,302,000

0
6,434,370,000
△ 426,536,000
754,560,000

0
754,560,000

0
0
0

754,560,000
328,024,000

0
10,000,000
10,000,000

0
0
0

10,000,000
（103,952,000）
196,048,000
141,976,000

△ 1,689,528,000
△ 1,547,552,000

196,945,000
0

△ 1,350,607,000

6,772,394,000
6,630,418,000

44.38
0.30
1.23
7.88
    ̶
    ̶
6.89
25.32
2.71
88.71
57.08
32.25
7.71
0.00
97.04

11.14
0.00
11.14
0.00
0.00
0.00

0.00
0.15
0.15
0.00
0.00
0.00

2.96

100.00
100.00

3,005,255,000
22,208,010
105,149,709
558,949,908
558,832,000

117,908
454,766,401
1,800,959,886
174,478,965
6,121,767,879
3,702,812,118
2,121,470,570
320,160,210
2,622,262

6,147,065,160
△ 25,297,281
772,974,043

0
772,974,043

0
0
0

772,974,043
747,676,762

0
50,553,615
50,553,615
12,275,865
916,040

13,191,905
37,361,710

785,038,472
△ 1,347,232,615
△ 562,194,143
196,945,357
181,859,362

△ 183,389,424

6,945,295,537
6,160,257,065

230,000
△ 1,837,010
△ 22,035,709
△ 25,027,908
△ 24,910,000
△ 117,908
11,983,599

△ 85,959,886
8,713,035

△ 113,933,879
82,079,882
16,705,430
191,141,790
△ 2,622,262
287,304,840

△ 401,238,719
△ 18,414,043

0
△ 18,414,043

0
0
0

△ 18,414,043
△ 419,652,762

0
△ 40,553,615
△ 40,553,615
△ 12,275,865
△ 916,040

△ 13,191,905
△ 27,361,710

196,048,000
△ 643,062,472
△ 342,295,385
△ 985,357,857

△ 357
△ 181,859,362
△ 1,167,217,576

△ 172,901,537
470,160,935

43.27
0.32
1.51
8.05
    ̶
    ̶
6.55
25.93
2.51
88.14
60.11
34.44
5.20
0.04
99.79

11.13
0.00
11.13
0.00
0.00
0.00

0.00
0.73
0.73
0.20
0.01
0.21

100.00
100.00

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

特
別
収
支

（58,784,761,536）

〈11,709,660,064〉

2,794,826,882

4,653,157,641

180,280,768

1,640,669,609

51,935,841

1,671,852,889

7,230,434

709,706,000

〈46,412,338,850〉

10,822,008,850

23,537,970,000

420,000,000

8,000,000,000

1,663,500,000

1,968,860,000

〈662,762,622〉

1,705,991

59,138,900

244,300,728

20,552,400

329,132,950

7,931,653

（1,981,823,836）

1,525,916,528

407,383,155

4,501,486

43,785,468

237,199

60,766,585,372

（1,374,950,935）

1,374,950,935

0

（924,779,086）

333,500,971

432,117,700

159,160,4151

2,299,730,021

（58,650,244,775）

23,870,265,925

10,822,008,850

23,537,970,000

420,000,000

（△183,389,424）

△183,389,424

58,466,855,351

60,766,585,372

（58,534,413,365）

〈11,222,019,655〉

2,794,826,882

4,745,709,668

190,421,953

1,781,898,691

54,048,067

1,650,610,600

4,503,794

0

〈46,808,048,850〉

10,222,008,850

23,502,540,000

420,000,000

8,000,000,000

1,663,500,000

3,000,000,000

〈504,344,860〉

1,705,991

59,138,900

305,594,308

23,976,000

103,190,950

10,738,711

（1,593,187,294）

927,467,392

607,574,921

2,833,912

54,970,372

340,697

60,127,600,659

（1,381,912,610）

1,379,731,991

2,180,619

（1,063,871,170）

471,061,281

433,763,550

59,046,339

2,445,783,780

（57,484,871,522）

23,340,322,672

10,222,008,850

23,502,540,000

420,000,000

（196,945,357）

196,945,357

57,681,816,879

60,127,600,659

（250,348,171）

〈487,640,409〉

0

△92,552,027

△10,141,185

△141,229,082

△2,112,226

21,242,289

2,726,640

709,706,000

〈△395,710,000〉

600,000,000

35,430,000

0

0

0

△1,031,140,000

〈158,417,762〉

0

0

△61,293,580

△3,423,600

225,942,000

△2,807,058

（388,636,542）

598,449,136

△200,191,766

1,667,574

△11,184,904

△103,498

638,984,713

（△6,961,675）

△4,781,056

△2,180,619

（△139,092,084）

△137,560,310

△1,645,850

114,076

△146,053,759

（1,165,373,253）

529,943,253

600,000,000

35,430,000

0

（△380,334,781）

△380,334,781

785,038,472

638,984,713

資産の部

科　　目 本年度末　　　 前年度末　　　 増　　減　　　

固定資産

有形固定資産

土地

建物

構築物

教育研究用機器備品

管理用機器備品

図書

車両

建設仮勘定

特定資産

第2号基本金引当特定資産

第3号基本金引当特定資産

第4号基本金引当特定資産

減価償却引当特定資産

退職給与引当特定資産

施設設備充実引当特定資産

その他の固定資産

電話加入権

敷金保証金

教育研究用ソフトウェア

管理用ソフトウェア

有価証券

長期前払金

流動資産

現金預金

未収入金

貯蔵品

前払金

立替金

資産の部合計

負債の部

科　　目 本年度末　　　 前年度末　　　 増　　減　　　

固定負債

退職給与引当金

長期未払金

流動負債

未払金

前受金

預り金

負債の部合計

純資産の部

科　　目 本年度末　　　 前年度末　　　 増　　減　　　

基本金

第1号基本金

第2号基本金

第3号基本金

第4号基本金

繰越収支差額

翌年度繰越収支差額

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計
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平成27年度事業報告および決算
学校法人福岡学園の事業報告および決算が、5月25日開催の評議員会、理事会で承認されました。概要は次のとおりです。

平成27年度（第44期）事業報告

平成27年度（第44期）決算

1．「口腔医学の学問体系の確立・育成」について
　口腔医学教育・口腔医療の確立育成のフロントランナーとして、10年余そ
の実践に努めてきました。今年度は、その「口腔医学」を推進するために、平
成28年10月に本学が主幹校として開催予定の第23回日本歯科医学会総
会において、「未来の歯科のあるべき姿－口腔医学の学問体系の確立－」を
演題とした国際セッションシンポジウムや「口から食べて豊かな人生」を演題
とした公開フォーラムを企画するなど準備を進めたほか、口腔医学の創設・
育成を推進するために故田中健藏理事長のご遺族から受け入れた寄付金
を原資として「田中健藏基金」を設立しました。
　また、文部科学省選定の戦略的大学連携事業「口腔医学の学問体系の
確立と医学・歯学教育体制の再考」（助成期間は平成20年～22年度）につい
て、福岡地区において口腔医学シンポジウム「からだを守る口腔ケア」を開催
し、歯科医師と医師のそれぞれの立場から口腔ケアの重要性を広く社会に
アピールしました。
2．教育の改善・充実等について
（1）平成25年度からの継続事業である「私立大学等改革総合支援事業」
（文部科学省および日本私立学校振興・共済事業団が共同実施）におい
て、今年度も引き続き、福岡歯科大学および福岡医療短期大学ともに、
タイプ1「大学教育の質転換」に採択され、「大学力」の向上のため組織
的・体系的に大学改革に取組む大学として支援を受けました。

（2）平成26年度から5年計画で採択された「大学教育再生加速プログラム
（AP）」（文部科学省実施）において、今年度は、福岡歯科大学ではディプ
ロマ・ポリシー達成のために学生に獲得させることが必要な具体的な能
力を示す「コンピテンス・コンピテンシー」を策定し、福岡医療短期大学で
は汎用的能力の育成のためルーブリック評価を取り入れた計6種類の教
育改善モデルの実践などに取組みました。

（3）大学においては、総合学習力を引き上げるため、第1～3学年において総
合試験のトライアルを実施しました。第4学年では、共用試験の合格率
向上に向け、基礎臨床統合演習用e-learningコンテンツを全分野で作
成、後期演習で使用したほか、補強講義を新たに実施しました。第6学年
では、過去の国家試験問題の解説を全分野で展開したほか、必須問題
の強化及び不得意科目の補強授業などを実施し、第5学年では第6学
年で使用した国家試験の重要問題を使って学年を跨いだシームレスな
教育を行いました。

（4）大学院においては、客観的評価確立のため学位審査基準に基づく審査
評価票を用いた審査を行うなど教育の可視化、実質化を図りました。

（5）短大においては、歯科衛生学科では、本学園の医科歯科総合病院及び
口腔医療センターにおいても実践的な臨床臨地実習の充実に努めたほ
か、口腔介護教育を充実するための講義、実習も実施しました。保健福
祉学科では、介護福祉士養成校の中で福岡県初の「医療的ケア教育の
実施機関」として登録を受け、16名に修了証を交付しました。専攻科で
は、27年度より特例適用専攻科として、論文審査を学内で実施し、対象
者18名に学位が授与されました。

（6）「第109回歯科医師国家試験」は既卒者を含めた総合合格率が46.1％
で私立歯科大学中13位でした。今後は国家試験結果の分析に基づき、
国試合格率の向上に努めます。また、短大の「第25回歯科衛生士国家
試験」は受験者86名のうち84名が合格し、合格率が97.7％でした。

3．研究の活性化について
（1）研究業績として、専任教員の総論文数（著書、総説、原著論文、症例報告

等）は、福岡歯科大学は前年度151編が191編（うち欧文68編）に、福岡医療
短期大学は前年度13編が21編（うち欧文1編）になりました。

（2）先端科学研究センターでは、5年計画の研究「疾患の発症と進展を抑制
する分子基盤」の2年目にあたり、基盤を確立する研究を活発に行いまし
た。また1年目の成果について研究発表会を開催し、国内外の4名の評
価委員から高い評価を受けました。

（3）再生医学研究センターは、山﨑純教授を新たなセンター長に選任すると
ともに、センター研究室を移設し、組織化幹細胞を用いて細胞再生療法
の改善を図りながら、高齢者に適応した個別化口腔・顎顔面機能再生を
実現するための基盤研究をスタートさせました。

（4）老化制御研究センターの研究「老化の抑制と疾患の制御における環境ス

トレスとゲノムの応答」は、超低温フリーザー、ソフトインキュベーター、ゲル
撮影装置を新たに導入するなど研究を活性化するためにセンター機器を
整備しました。

4．学生の支援等について
（1）大学では、第1学年の成績不振者を対象に、理数系基礎科目について外

部講師による修学支援を実施したほか、手書きの図書台帳に記載の図書
目録を電子データ化し、利用者サービスの向上を図りました。

（2）短大では、成績不振者に対する補習授業を、土曜日を含めた課外時間に
実施したほか、学年担当と助言教員による保護者面談や学生指導を実
施し、学生の修学支援の充実を図りました。

（3）学生募集について、平成28年度入学者数は、学部97名（志願者数前年
比5％増、競争倍率1.9倍から2.1倍に上昇）、短大歯科衛生学科71名、保
健福祉学科15名となりました。

5．社会との連携・貢献について
（1）地域連携センターでは、公開講座、出前講座、生涯研修、セミナー等を開

催し、地域社会の健康維持増進、人材の育成、最新医療情報の発信等
に努めたほか、今年度は福岡市から介護予防教室の運営事業者に選定
され介護予防プログラムを実施しました。また、地域の歯科医師会と連
携して健康相談、無医地区での講演会、超高齢地区での健康診断の実
施並びに総合病院と連携して入院患者への口腔ケアの実施など、健康
長寿社会の構築および地域社会の活性化に努めました。

（2）医科歯科総合病院では、医療安全担当の専任教員を配置し、医療安全、
危機管理体制の整備を行いました。また、サービス向上の対策として新た
に皮膚科を開設したほか、西日本鉄道㈱と交渉し、平成28年6月から病
院構内のバス乗り入れを決定しました。また、病院外来棟1階トイレ及び
洗口コーナー等の改修を行いました。なお、外来患者数は1日平均662.2
人（前年比4.07％増）、入院患者数は27.4人（前年比8.12％減）となりまし
た。病院改築計画については、理事長が若手教員と意見交換会を実施
するなどして基本コンセプト及び階別施設整備計画等を検討しました。

（3）口腔医療センターは、地域医療への貢献のため歯科医師、歯科衛生士
の充実を図りました。年間患者総数は28,345人、1日平均患者数は
106.2人でした。

（4）介護老人保健施設は、利用者拡大のため特別養護老人ホーム等へも紹
介依頼を行い、短期入所の延べ利用者数は368人（前年比297％増）と
なりましたが、入所者数は1日平均71.9人（前年比6.4％減）となり、施設
活性化のための検討委員会を立ち上げました。通所利用者数は1日平
均26.8人（前年比21.5％増）で過去最高となりました。

（5）国際交流では、大学はマンダレー歯科大学（ミャンマー）と学術交流を目
指してLOAを締結したほか、ブリティッシュコロンビア大学歯学部、上海
交通大学口腔医学院、慶熙大學校歯科大学、中国医科大学口腔医学院
と学生交流・学術交流を引き続き実施しました。また、欧米との学術交
流を目指してリバプール大学と交渉しています。

6．組織運営について
（1）経営強化策として①経営企画委員会設置、②規定を整備し内部監査の実

施、③学生生活満足度調査の実施、④地域経済への波及効果の分析、公
開等を実施し、私立大学等経営強化集中支援事業に採択されました。

（2）外部資金導入として、文部科学省から私立学校施設整備費補助金、私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業に係る研究費補助金および大学
改革推進等補助金などで約1億5千万円を受け入れました。この他、寄
付金ついて、故田中前理事長のご遺族からの寄付金や個人寄付件数の
増加により約3,300万円を受け入れました。

（3）学内LANの基幹スイッチ等の更新・設定を実行し、日々 巧妙化する脅威
に対応したネットワーク設計の見直しを行い、設定変更を行いました。

（4）看護大学設置準備室を設置し、福岡看護大学（仮称）の設置認可申請
を10月に文部科学省に行いました。

超高齢社会へと変化した社会情勢の中、本学には地域社会、国際社会の期
待に応えるための改革が求められています。本学では、医療、保健、福祉の総
合学園としての特色をさらに充実、発展させ、社会の期待に応えられる人材
育成を目指して、引き続き努めてまいります。

○資金収支計算書

　平成27年度の資金収支計算書、事業活動収支計算書、貸借対照表及び財産目録の概要は次のとおりです。

○事業活動収支計算書

○貸借対照表

○財産目録

■前年度決算との差異の主な要因

■資金収支決算総括表（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで）

■事業活動収支決算総括表（平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで）

医 療 収 入
受取利息・配当金収入

人 件 費 支 出

管 理 経 費 支 出

施 設 関 係 支 出

設 備 関 係 支 出

病院医療収入の増により7,300万円の増加となりました。
金利低下により保有債券の運用利息が5,400万円の減少となりました。

教員人件費5,700万円増、職員人件費5,300万円増、退職金2億
3,000万円の減により1億3,000万円の減少となりました。
福岡看護大学(仮称)申請業務委託費1,600万円増、前年度の学而会へ
の寄付金1億5,000万円の減などにより1億1,900万円の減少となりました。
福岡看護大学(仮称)校舎新築工事費(前払金)6億6,400万円、高圧
受変電設備更新工事費(前払金)4,600万円、病院空調設備更新工
事費7,100万円などにより7億8,000万円の増加となりました。
前年度の病院医療情報システム整備費5億4,000万円の減などによ
り5億5,100万円の減少となりました。

（7,300万円増）
（5,400万円減）

（1億3,000万円減）

（1億1,900万円減）

（7億8,000万円増）

（5億5,100万円減）

【収入の部】 

【支出の部】

■前年度末との増減の主な要因

■貸借対照表（平成２８年３月３１日現在）

【資産の部】

■前年度決算との差異の主な要因

基 本 金 組 入 額 建物等の取得に伴う第1号基本金への組入れにより1億5,500万円
の増加となりました。（1億5,500万円増）

■活動区分ごとの収支
【教育活動収支】 経常的な収支のうち、学校法人の本業である教育研究事業の収支状況を表す。 
  教育活動収入は61億2,200万円、教育活動支出は61億4,700万円となり、教育活動収支差額は2,500万円の支出超過となりました。
【教育活動外収支】 経常的な収支のうち、財務活動と収益事業による収支状況を表す。
  教育活動外収入は7億7,300万円、教育活動外支出は0円となり、教育活動外収支差額は7億7,300万円の収入超過となりました。
【経常収支差額】 経常的な事業活動による収支バランスを表す。
  教育活動収支差額と教育活動外収支差額を合計した経常収支差額は7億4,800万円の収入超過となりました。
【特別収支】 一時的に発生した臨時的な事業活動による収支状況を表す。
  特別収入は5,000万円、特別支出は1,300万円となり、特別収支差額は3,700万円の収入超過となりました。

【負債の部】

【純資産の部】

・有形固定資産は福岡看護大学(仮称)校舎新築工事費などにより4億8,800万円の増加となりました。
・特定資産は福岡看護大学(仮称)の設置経費の支払に充当する施設設備充実引当特定資産を取り崩したことなど
により3億9,600万円の減少となりました。
・流動資産は定期預金等の短期運用資産として保有したことなどにより3億8,900万円の増加となりました。

・流動負債は退職金等の未払金の減などにより1億3,900万円の減少となりました。

・第1号基本金は福岡看護大学(仮称)校舎新築工事費などを組入れたことにより5億3,000万円の増加となりました。
・第2号基本金は病院建設等資金の組入れ計画に基づき6億円を組入れたことにより6億円の増加となりました。
・繰越収支差額は基本金に組入れたことにより3億8,000万円の減少となりました。

■財産目録総括表（平成２８年３月３１日現在）

Ⅰ. 基本財産
　  固定資産
　（1）有形固定資産
　（2）特定資産
　（3）その他の固定資産
Ⅱ. 運用財産
　１．固定資産
　（1）有形固定資産
　（2）特定資産
　（3）その他の固定資産
　２．流動資産
資産の部合計

46,769,120,257
46,769,120,257
11,681,293,388
34,779,978,850
307,848,019

13,997,465,115
12,015,641,279

28,366,676
11,632,360,000
354,914,603
1,981,823,836
60,766,585,372

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

資産の部 金　額

Ⅰ．固定負債
　  退職給与引当金

Ⅱ．流動負債 
　  未 払 金
　  前 受 金
　  預 り 金

　  負 債 の 部 合 計
　  差 引 正 味 財 産
負債の部合計及び差引正味財産合計

1,374,950,935
1,374,950,935

924,779,086
333,500,971
432,117,700
159,160,415

2,299,730,021
58,466,855,351
60,766,585,372

負債の部 金　額

【収入の部】

科　　目 予　算
金　額 構成比％

決　算 差　異
金　額 金　額構成比％

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入
手    数    料   収   入
寄 　  付 　  金   収 　 入
補    助    金   収   入
国  庫  補  助  金  収 入
地方公共団体補助金収入
資  産   売  却   収   入
付 随 事 業･収 益 事 業 収 入
医 　 　 療 　 　 収 　 　 入
受 取 利 息・配 当 金 収 入
雑 収 　 　  　 入
借  入  金   等   収   入
前    受    金   収   入
そ  の  他   の   収   入
資 金  収 入  調 整  勘  定
　 （ 小 計 ） 　
前 年 度 繰 越 支 払 資 金
収   入   の   部  合  計

3,005,485,000
20,371,000
83,114,000
533,922,000
533,922,000

0
300,000,000
466,750,000
1,715,000,000
754,560,000
183,192,000

0
377,100,000

13,793,490,000
△ 755,924,000

（20,477,060,000）
927,467,000

21,404,527,000

14.68
0.10
0.41
2.61
̶
̶

1.47
2.28
8.38
3.68
0.89
0.00
1.84
67.36
△ 3.70
（100.00）

3,005,255,000
22,208,010
100,006,933
594,643,908
594,526,000

117,908
400,068,000
454,766,401
1,800,959,886
772,974,043
171,326,713

0
432,117,700

15,272,647,321
△ 843,768,967

（22,183,204,948）
927,467,392

23,110,672,340

230,000
△ 1,837,010
△ 16,892,933
△ 60,721,908
△ 60,604,000
△ 117,908

△ 100,068,000
11,983,599

△ 85,959,886
△ 18,414,043
11,865,287

0
△ 55,017,700

△ 1,479,157,321
87,844,967

（△ 1,706,144,948）

△ 1,706,145,340

13.55
0.10
0.45
2.68
̶
̶

1.80
2.05
8.12
3.48
0.77
0.00
1.95
68.85
△ 3.80
（100.00）

【支出の部】

科　　目 予　算
金　額 構成比％

決　算 差　異
金　額 金　額構成比％

人    件    費   支   出
教 育  研 究  経 費  支  出
管   理   経   費  支  出
借 入 金 等 利  息  支  出
借 入 金 等 返  済  支  出
施   設   関   係  支  出
設   備   関   係  支  出
資   産   運   用  支  出
そ   の   他   の  支  出

　 ［ 予 備 費 ］
資 金 支 出  調 整  勘  定
　 （ 小 計 ） 　
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金
支   出   の   部  合  計

3,826,858,000
1,619,868,000
409,167,000

0
0

1,032,633,000
172,140,000

13,396,981,000
490,726,000
（171,320,000）
128,680,000

△ 302,100,000
（20,774,953,000）

629,574,000
21,404,527,000

18.42
7.80
1.97
0.00
0.00
4.97
0.83
64.49
2.36

0.62
△ 1.46
（100.00）

3,704,807,634
1,532,845,053
291,136,752

0
0

851,009,000
183,829,072

14,893,892,800
502,688,796

△ 375,453,295
（21,584,755,812）
1,525,916,528
23,110,672,340

122,050,366
87,022,947
118,030,248

0
0

181,624,000
△ 11,689,072

△ 1,496,911,800
△ 11,962,796

128,680,000
73,353,295

（△809,802,812）
△ 896,342,528
△ 1,706,145,340

17.16
7.10
1.35
0.00
0.00
3.94
0.85
69.00
2.33

△ 1.73
（100.00）

科　　目 予　算
金　額 構成比％

決　算 差　異
金　額 金　額構成比％

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 数 料
寄 付 金
経 常 費 等 補 助 金
国 庫 補 助 金
地方公共団体補助金
付 随 事 業 収 入
医 療 収 入
雑 収 入
教 育 活 動 収 入 計
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費
徴 収 不 能 額 等
教 育 活 動 支 出 計

教 育 活 動 収 支 差 額
受 取 利 息・配 当 金
その他の教育活動外収入
教 育 活 動 外 収 入 計
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
教 育 活 動 外 支 出 計

教 育 活 動 外 収 支 差 額
経 常 収 支 差 額

資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
特 別 収 入 計
資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
特 別 支 出 計

特 別 収 支 差 額

［ 予 　 　 備 　 　 費 ］
基本金組入前当年度収支差額
基 本 金 組 入 額 合 計
当 年 度 収 支 差 額
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
基 本 金 取 崩 額
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

（参考）
事 業 活 動 収 入 計
事 業 活 動 支 出 計

3,005,485,000
20,371,000
83,114,000
533,922,000
533,922,000

0
466,750,000
1,715,000,000
183,192,000
6,007,834,000
3,784,892,000
2,138,176,000
511,302,000

0
6,434,370,000
△ 426,536,000
754,560,000

0
754,560,000

0
0
0

754,560,000
328,024,000

0
10,000,000
10,000,000

0
0
0

10,000,000
（103,952,000）
196,048,000
141,976,000

△ 1,689,528,000
△ 1,547,552,000

196,945,000
0

△ 1,350,607,000

6,772,394,000
6,630,418,000

44.38
0.30
1.23
7.88
    ̶
    ̶
6.89
25.32
2.71
88.71
57.08
32.25
7.71
0.00
97.04

11.14
0.00
11.14
0.00
0.00
0.00

0.00
0.15
0.15
0.00
0.00
0.00

2.96

100.00
100.00

3,005,255,000
22,208,010
105,149,709
558,949,908
558,832,000

117,908
454,766,401
1,800,959,886
174,478,965
6,121,767,879
3,702,812,118
2,121,470,570
320,160,210
2,622,262

6,147,065,160
△ 25,297,281
772,974,043

0
772,974,043

0
0
0

772,974,043
747,676,762

0
50,553,615
50,553,615
12,275,865
916,040

13,191,905
37,361,710

785,038,472
△ 1,347,232,615
△ 562,194,143
196,945,357
181,859,362

△ 183,389,424

6,945,295,537
6,160,257,065

230,000
△ 1,837,010
△ 22,035,709
△ 25,027,908
△ 24,910,000
△ 117,908
11,983,599

△ 85,959,886
8,713,035

△ 113,933,879
82,079,882
16,705,430
191,141,790
△ 2,622,262
287,304,840

△ 401,238,719
△ 18,414,043

0
△ 18,414,043

0
0
0

△ 18,414,043
△ 419,652,762

0
△ 40,553,615
△ 40,553,615
△ 12,275,865
△ 916,040

△ 13,191,905
△ 27,361,710

196,048,000
△ 643,062,472
△ 342,295,385
△ 985,357,857

△ 357
△ 181,859,362
△ 1,167,217,576

△ 172,901,537
470,160,935

43.27
0.32
1.51
8.05
    ̶
    ̶
6.55
25.93
2.51
88.14
60.11
34.44
5.20
0.04
99.79

11.13
0.00
11.13
0.00
0.00
0.00

0.00
0.73
0.73
0.20
0.01
0.21

100.00
100.00

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動

支
出
の
部

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

特
別
収
支

（58,784,761,536）

〈11,709,660,064〉

2,794,826,882

4,653,157,641

180,280,768

1,640,669,609

51,935,841

1,671,852,889

7,230,434

709,706,000

〈46,412,338,850〉

10,822,008,850

23,537,970,000

420,000,000

8,000,000,000

1,663,500,000

1,968,860,000

〈662,762,622〉

1,705,991

59,138,900

244,300,728

20,552,400

329,132,950

7,931,653

（1,981,823,836）

1,525,916,528

407,383,155

4,501,486

43,785,468

237,199

60,766,585,372

（1,374,950,935）

1,374,950,935

0

（924,779,086）

333,500,971

432,117,700

159,160,4151

2,299,730,021

（58,650,244,775）

23,870,265,925

10,822,008,850

23,537,970,000

420,000,000

（△183,389,424）

△183,389,424

58,466,855,351

60,766,585,372

（58,534,413,365）

〈11,222,019,655〉

2,794,826,882

4,745,709,668

190,421,953

1,781,898,691

54,048,067

1,650,610,600

4,503,794

0

〈46,808,048,850〉

10,222,008,850

23,502,540,000

420,000,000

8,000,000,000

1,663,500,000

3,000,000,000

〈504,344,860〉

1,705,991

59,138,900

305,594,308

23,976,000

103,190,950

10,738,711

（1,593,187,294）

927,467,392

607,574,921

2,833,912

54,970,372

340,697

60,127,600,659

（1,381,912,610）

1,379,731,991

2,180,619

（1,063,871,170）

471,061,281

433,763,550

59,046,339

2,445,783,780

（57,484,871,522）

23,340,322,672

10,222,008,850

23,502,540,000

420,000,000

（196,945,357）

196,945,357

57,681,816,879

60,127,600,659

（250,348,171）

〈487,640,409〉

0

△92,552,027

△10,141,185

△141,229,082

△2,112,226

21,242,289

2,726,640

709,706,000

〈△395,710,000〉

600,000,000

35,430,000

0

0

0

△1,031,140,000

〈158,417,762〉

0

0

△61,293,580

△3,423,600

225,942,000

△2,807,058

（388,636,542）

598,449,136

△200,191,766

1,667,574

△11,184,904

△103,498

638,984,713

（△6,961,675）

△4,781,056

△2,180,619

（△139,092,084）

△137,560,310

△1,645,850

114,076

△146,053,759

（1,165,373,253）

529,943,253

600,000,000

35,430,000

0

（△380,334,781）

△380,334,781

785,038,472

638,984,713

資産の部

科　　目 本年度末　　　 前年度末　　　 増　　減　　　

固定資産

有形固定資産

土地

建物

構築物

教育研究用機器備品

管理用機器備品

図書

車両

建設仮勘定

特定資産

第2号基本金引当特定資産

第3号基本金引当特定資産

第4号基本金引当特定資産

減価償却引当特定資産

退職給与引当特定資産

施設設備充実引当特定資産

その他の固定資産

電話加入権

敷金保証金

教育研究用ソフトウェア

管理用ソフトウェア

有価証券

長期前払金

流動資産

現金預金

未収入金

貯蔵品

前払金

立替金

資産の部合計

負債の部

科　　目 本年度末　　　 前年度末　　　 増　　減　　　

固定負債

退職給与引当金

長期未払金

流動負債

未払金

前受金

預り金

負債の部合計

純資産の部

科　　目 本年度末　　　 前年度末　　　 増　　減　　　

基本金

第1号基本金

第2号基本金

第3号基本金

第4号基本金

繰越収支差額

翌年度繰越収支差額

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計
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学園の話題

　
去
る
平
成
28
年
４
月
14
日
と
16
日

に
、２
度
に
わ
た
って
震
度
７
の
地
震
が
熊

本・大
分
地
方
に
発
生
し
、本
学
同
窓
生

を
含
む
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し

た
。被
災
者
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
お
悔

や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
し
ま
す
。

　
こ
の
地
震
に
対
し
て
、日
本
歯
科
医
師

会
な
ら
び
に
九
州
地
区
連
合
歯
科
医
師

会
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、福
岡
歯
科
大

多
職
種
連
携
で
被
災
者
の
健
康
を
支
援

学
の
支
援
チ
ー
ム
が
２
度
に
わ
た
っ
て
南

阿
蘇
村
を
訪
れ
支
援
活
動
を
行
い
ま
し

た
。第
一
陣
は
、森
田
浩
光
病
院
教
授

（
総
合
歯
科
学
）、加
藤
智
崇
助
教（
高

齢
者
歯
科
学
）、常
岡
由
美
子
歯
科
衛

生
士
、亀
井
寛
子
歯
科
衛
生
士
の
４
名

で
、４
月
24
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で
活
動

し
、第
二
陣
は
、都
築
尊
准
教
授（
有

床
義
歯
学
）、山
口
真
広
歯
科
医
師

（
高
齢
者
歯
科
学・大
学
院
３
年
生
）、堀

部
晴
美
短
大
教
授（
歯
科
衛
生
士
）、

久
家
雅
美
歯
科
衛
生
士
の
４
名
で
、５

月
15
日
か
ら
５
月
22
日
ま
で
活
動
し
ま

し
た
。森
田
病
院
教
授
と
堀
部
教
授
は

東
日
本
大
震
災
で
も
支
援
活
動
を
し
た

経
験
者
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
震
災
後
３
ヵ
月

経
っ
て
や
っ
と
歯
科
チ
ー
ム
が
現
地
入
り

し
ま
し
た
が
、今
回
は
地
震
発
生
後
１

週
間
ほ
ど
の
初
期
段
階
か
ら
介
入
を
始

熊
本
地
震
被
災
地
への
歯
科
医
療
救
護
活
動
に
参
加

病
院
玄
関
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に

「
歯
科
大
病
院
」バ
ス
停
新
設

医
科
歯
科
総
合
病
院
に

西
鉄
バス
乗
り
入
れ
運
行
開
始

　
福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院
玄
関

前
へ
の
西
鉄
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
、６
月
18
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。病
院
玄
関
前
へ
の
バ
ス
の

乗
り
入
れ
は
、患
者
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ご

意
見
箱
に
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
の
な
か
で
数
多

く
あ
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、病
院
側
と
西
日
本

鉄
道
株
式
会
社
が
協
議
を
行
っ
た
結
果
、６
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
病
院
玄
関
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、「
歯
科
大
病

院
」と
い
う
名
称
で
バ
ス
停
が
新
設
さ
れ
、藤
崎・

天
神
・
博
多
駅
方
面
と
病
院
を
結
ぶ
バ
ス
が
、平

日
は
１
日
あ
た
り
合
計
37
便
運
行
し
ま
す
。通

院
に
大
変
便
利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

医
科
歯
科
総
合
病
院

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ション
科
」を
標
榜

平
成
28
年
度
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
に

本
学
大
学
院
生
橋
本
麻
利
江
氏
が
採
用

専
門
医・理
学
療
法
士
が

リ
ハ
ビ
リ
を
サ
ポ
ー
ト

　
福
岡
歯
科
大
学
で
は
、「
口
腔
医
学
」の
理
念

に
基
づ
き
口
腔
の
健
康
を
通
し
て
全
身
の
健
康

を
守
る
歯
科
医
師
を
養
成
す
る
た
め
、歯
科
だ

け
で
は
な
く
、内
科
、外
科
を
は
じ
め
と
す
る
一

般
医
学
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の

一
環
と
し
て
、平
成
28
年
5
月
25
日
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
標
榜
い
た
し
ま
し
た
。同
科

で
は
、日
本
整
形
外
科
学
会
整
形
外
科
専
門
医

や
日
本
整
形
外
科
学
会
認
定
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
・
理
学
療
法
士
が
充
分
な
診
断
・
評

価
の
も
と
に
、患
者
の
皆
様
の
状
態
に
合
っ
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
い
た
し

ま
す
。

　
地
域
に
密
着

し
た
医
療
を
実

践
で
き
る
よ
う

に
精
励
し
て
い

き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ひ
ょ
う
ぼ
う

リハビリをサポートする専門医・理学療法士

池
邉

哲
郎

病
院
長

福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院

第二陣の本学チームと福岡県歯科医師会との集合写真

歯科治療支援をおこなう都築准教授

塩崎厚生労働大臣に説明する加藤助教

JRATと本学チームとのミーテイング

め
ま
し
た
。J
M
A
T（
日
本
医
師
会

災
害
医
療
チ
ー
ム
）や
J
R
A
T（
大
規

模
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
関
連

団
体
協
議
会
）と
協
力
し
な
が
ら
、老
健

施
設
、障
害
者
施
設
お
よ
び
居
宅
の
要

介
護
高
齢
者
な
ど
い
わ
ゆ
る
災
害
弱
者

の
口
腔
管
理
、摂
食
嚥
下
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
や
嚥
下
指
導
を
行
い
、誤
嚥
性
肺
炎

に
よ
る
震
災
関
連
死
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
を
目
標
に
活
動
し
ま
し
た
。
本
学

チ
ー
ム
は
余
震
が
続
く
中
で
献
身
的
に

支
援
を
行
い
、高
い
評
価
を
受
け
、「
災

害
時
多
職
種
医
療
連
携
」に
お
け
る
歯

科
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
も
福
岡
歯
科

大
学
が
被
災
者
の
健
康
に
貢
献
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
う
次
第
で
す
。

　
急
な
派
遣
に
も
関
わ
ら
ず
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
メ
ン
バ
ー
と
南
阿
蘇
で
の
活

動
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
元

の
本
学
同
窓
生
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
の
採
用
内
定
者
が

平
成
28
年
４
月
26
日
に
通
知
さ

れ
、本
学
大
学
院
画
像
診
断
学
分

野
第
４
学
年
橋
本
麻
利
江
氏（
研

究
指
導
教
員（
主
）湯
浅
賢
治
教
授
／（
副
）田
中
芳
彦
教
授
）

が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
研
究
員
制
度
は
、我
が
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
れ
た
若
手

研
究
者
に
対
し
て
、自
由
な
発
想
の
も
と
に
主
体
的
に
研
究
課

題
等
を
選
び
な
が
ら
研
究
に
専
念
す
る
機
会
を
与
え
、研
究
者

の
養
成・確
保
を
図
る
制
度
で
す
。

　
橋
本
氏
は
、特
別
研
究
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、研
究
奨
励
金

の
支
給
を
受
け
る
と
と
も
に
、文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成

事
業（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）へ
応
募
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、審
査
の
結
果
こ
ち
ら
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
本

制
度
の
採
択
率
は
、D
C
2
が
21
・
8
%
と
非
常
に
狭
き
門
の

中
、歯
学
分
科
で
全
国
６
名
の
内
の
１
名
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
採
用
さ
れ
た
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●

D
C
2（
大
学
院
博
士
課
程
在
学
者
）

●

受
入
研
究
者

感
染
生
物
学
分
野
教
授

田
中
芳
彦

●

採
用
期
間

平
成
28
年
4
月
1
日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日
の
2
年
間

●

研
究
課
題
名

口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
態
解
明
を
目
指
し
た
新
し
い
免
疫
系

シ
グ
ナ
ル
伝
達
分
子
の
同
定
と
機
能
解
析
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期
段
階
か
ら
介
入
を
始

熊
本
地
震
被
災
地
への
歯
科
医
療
救
護
活
動
に
参
加

病
院
玄
関
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に

「
歯
科
大
病
院
」バ
ス
停
新
設

医
科
歯
科
総
合
病
院
に

西
鉄
バス
乗
り
入
れ
運
行
開
始

　
福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院
玄
関

前
へ
の
西
鉄
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
、６
月
18
日
か

ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。病
院
玄
関
前
へ
の
バ
ス
の

乗
り
入
れ
は
、患
者
の
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ご

意
見
箱
に
寄
せ
ら
れ
る
ご
意
見
の
な
か
で
数
多

く
あ
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、病
院
側
と
西
日
本

鉄
道
株
式
会
社
が
協
議
を
行
っ
た
結
果
、６
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
病
院
玄
関
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、「
歯
科
大
病

院
」と
い
う
名
称
で
バ
ス
停
が
新
設
さ
れ
、藤
崎・

天
神
・
博
多
駅
方
面
と
病
院
を
結
ぶ
バ
ス
が
、平

日
は
１
日
あ
た
り
合
計
37
便
運
行
し
ま
す
。通

院
に
大
変
便
利
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

医
科
歯
科
総
合
病
院

「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ション
科
」を
標
榜

平
成
28
年
度
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
に

本
学
大
学
院
生
橋
本
麻
利
江
氏
が
採
用

専
門
医・理
学
療
法
士
が

リ
ハ
ビ
リ
を
サ
ポ
ー
ト

　
福
岡
歯
科
大
学
で
は
、「
口
腔
医
学
」の
理
念

に
基
づ
き
口
腔
の
健
康
を
通
し
て
全
身
の
健
康

を
守
る
歯
科
医
師
を
養
成
す
る
た
め
、歯
科
だ

け
で
は
な
く
、内
科
、外
科
を
は
じ
め
と
す
る
一

般
医
学
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の

一
環
と
し
て
、平
成
28
年
5
月
25
日
か
ら
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を
標
榜
い
た
し
ま
し
た
。同
科

で
は
、日
本
整
形
外
科
学
会
整
形
外
科
専
門
医

や
日
本
整
形
外
科
学
会
認
定
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
・
理
学
療
法
士
が
充
分
な
診
断
・
評

価
の
も
と
に
、患
者
の
皆
様
の
状
態
に
合
っ
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
い
た
し

ま
す
。

　
地
域
に
密
着

し
た
医
療
を
実

践
で
き
る
よ
う

に
精
励
し
て
い

き
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ひ
ょ
う
ぼ
う

リハビリをサポートする専門医・理学療法士

池
邉

哲
郎

病
院
長

福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院

第二陣の本学チームと福岡県歯科医師会との集合写真

歯科治療支援をおこなう都築准教授

塩崎厚生労働大臣に説明する加藤助教

JRATと本学チームとのミーテイング

め
ま
し
た
。J
M
A
T（
日
本
医
師
会

災
害
医
療
チ
ー
ム
）や
J
R
A
T（
大
規

模
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
関
連

団
体
協
議
会
）と
協
力
し
な
が
ら
、老
健

施
設
、障
害
者
施
設
お
よ
び
居
宅
の
要

介
護
高
齢
者
な
ど
い
わ
ゆ
る
災
害
弱
者

の
口
腔
管
理
、摂
食
嚥
下
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
や
嚥
下
指
導
を
行
い
、誤
嚥
性
肺
炎

に
よ
る
震
災
関
連
死
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
を
目
標
に
活
動
し
ま
し
た
。
本
学

チ
ー
ム
は
余
震
が
続
く
中
で
献
身
的
に

支
援
を
行
い
、高
い
評
価
を
受
け
、「
災

害
時
多
職
種
医
療
連
携
」に
お
け
る
歯

科
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
も
福
岡
歯
科

大
学
が
被
災
者
の
健
康
に
貢
献
で
き
た

こ
と
を
誇
り
に
思
う
次
第
で
す
。

　
急
な
派
遣
に
も
関
わ
ら
ず
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
メ
ン
バ
ー
と
南
阿
蘇
で
の
活

動
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
元

の
本
学
同
窓
生
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
の
採
用
内
定
者
が

平
成
28
年
４
月
26
日
に
通
知
さ

れ
、本
学
大
学
院
画
像
診
断
学
分

野
第
４
学
年
橋
本
麻
利
江
氏（
研

究
指
導
教
員（
主
）湯
浅
賢
治
教
授
／（
副
）田
中
芳
彦
教
授
）

が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
研
究
員
制
度
は
、我
が
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
れ
た
若
手

研
究
者
に
対
し
て
、自
由
な
発
想
の
も
と
に
主
体
的
に
研
究
課

題
等
を
選
び
な
が
ら
研
究
に
専
念
す
る
機
会
を
与
え
、研
究
者

の
養
成・確
保
を
図
る
制
度
で
す
。

　
橋
本
氏
は
、特
別
研
究
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、研
究
奨
励
金

の
支
給
を
受
け
る
と
と
も
に
、文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
助
成

事
業（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）へ
応
募
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、審
査
の
結
果
こ
ち
ら
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
本

制
度
の
採
択
率
は
、D
C
2
が
21
・
8
%
と
非
常
に
狭
き
門
の

中
、歯
学
分
科
で
全
国
６
名
の
内
の
１
名
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
採
用
さ
れ
た
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

●

D
C
2（
大
学
院
博
士
課
程
在
学
者
）

●

受
入
研
究
者

感
染
生
物
学
分
野
教
授

田
中
芳
彦

●

採
用
期
間

平
成
28
年
4
月
1
日
〜
平
成
30
年
3
月
31
日
の
2
年
間

●

研
究
課
題
名

口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
の
病
態
解
明
を
目
指
し
た
新
し
い
免
疫
系

シ
グ
ナ
ル
伝
達
分
子
の
同
定
と
機
能
解
析



平成28年度父兄後援会
支部懇談会日程

平成28年度福岡医療短期大学
公開講座

第12回健康まるごと福岡学園

　平成28年度の父兄後援会支部懇談会が下記日程のとおり開
催されます。各支部の総会のほか、大学からの近況報告や父兄と
の個別面談、意見交換などが行われます。是非ご参加ください。
詳細については各支部へお問い合わせください。

福岡学園では、医療・保健・福祉のみではな
く、より広い分野での地域貢献を果たすた
め、「健康まるごと福岡学園」を開催します。

実施日

8月6日（土）

8月7日（日）

8月11日（木・祝）

8月13日（土）

8月20日（土）

8月21日（日）

会場名

福岡ガーデンパレス
ソラリア西鉄ホテル

リーガロイヤルホテル小倉
レンブラントホテル大分
リーガロイヤルホテル広島
名鉄グランドホテル
鹿児島東急REIホテル
ハイネスホテル久留米
リーガロイヤルグラン沖縄

ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ
マリトピア

リーガホテルゼスト高松
大阪ガーデンパレス
ホテルニュー長崎
宮崎観光ホテル
山口グランドホテル

のがみプレジデントホテル

支部名

福岡中央
福岡市
北九州
大分県

広島・山陰・岡山
中部･東海･東日本･関東
鹿児島県
福岡県南部
沖縄県
熊本県
佐賀県
四国
近畿
長崎県
宮崎県
山口県
福岡県東部

「認知症｣を考える Part3
口から始める介護予防 
…食べる幸せ、生きる喜びを支援する…
■日時：10月２日（日） 13:00～16:30（受付開始12：00）
■場所：福岡医療短期大学　３０７教室
■定員：120名　■受講料：無料
　〇教育講演
「長寿の鍵は、口にあり！」　山本 龍生
（神奈川歯科大学大学院歯学研究科 口腔科学講座社会歯科学分野 教授）

〇講演１
「転倒予防は、食にあり！」　中園 栄里
（福岡医療短期大学 保健福祉学科 講師）

〇講演２
「寝たきり予防は、住にあり！」　松野 浩二
（福岡市障がい者基幹相談支援センター  相談支援専門員
福岡県理学療法士会  福岡支部担当理事）

〇総合討論｢認知症予防｣を考える

●申込方法／氏名･勤務先･職種･自宅または勤務先の住所･FAX･
　TELをお書き添えの上、ＦＡＸにてお申込みください。

●申込期間／８月１日～９月16日
●申込および問い合わせ先／福岡医療短期大学 公開講座委員会

FAX: 092-801-4473
TEL: 092-801-0923（内線151） 

■日時：10月29日（土）・30日（日）　■場所：福岡歯科大学

（問合せ先）
福岡歯科大学　企画課
〒814-0193 福岡市早良区田村2－15－1
電話：092-801-0411（内線508）
FAX：092-801-3678
Email: kikaku@college.fdcnet.ac.jp

企画を多数ご用意して皆様のご来場をお待ちしております。

●田の歯科祭
●講演会
●からだの科学展
●医科ミニ講座

●歯科無料相談
●介護無料相談、
介護施設見学
●短大企画

イベント

学園の「ひと」
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　５月23日、ヒルトン福岡シーホークにおいて、世界小児外科学会連合
（WOFAPS）総会が開催され、本学園の水田祥代理事長に、小児外科医
学の進歩・発展に貢献した個人へ贈られる「The Lifetime Achievement 
Awards」が授与されました。長年小児外科医学の臨床･研究に取り組み、
数々の顕著な業績を挙げ、日本国内のみならず、小児外科医学の発展に寄
与した功績が評価され、この度の受賞となりました。
　また、６月18日にイタリア・ミラノで開催された欧州小児外科学会総会にお
いて、欧州小児外科学会（EUPSA）から水田理事長に、「EUPSA 
HONORARY MEMBER（名誉会員）」の称号が授与されました。小児腫
瘍学や小児の肝疾患、新生児の手術などにおいて数々の顕著な業績を挙
げ、小児外科医学の充実・発展に尽力した功績が認められ、女性で初めて、
世界で10人目となる称号授与となりました。

水田祥代理事長が世界小児外科学会連合
「The Lifetime Achievement Awards」を受賞、
欧州小児外科学会名誉会員の称号を受ける

学園の話題

《
福
岡
歯
科
大
学
》
●
有
床
義
歯
学
分
野

（
略
歴
）福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
卒
。同
大
学
医
科

歯
科
総
合
病
院
に
て
臨
床
研
修
歯
科
医
修
了
後
、同

大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
。同
大
学
有
床
義

歯
学
分
野
助
教
を
経
て
、平
成
28
年
5
月
1
日
、同

分
野
講
師
に
昇
任
。博
士（
歯
学
）。

●
分
子
機
能
制
御
学
分
野

（
略
歴
）名
古
屋
市
立
大
学
薬
学
部
卒
。同
大
学
大

学
院
薬
学
研
究
科
修
了
。総
合
研
究
大
学
院
大
学

生
命
科
学
研
究
科
修
了
。生
理
学
研
究
所
細
胞
生

理
研
究
部
門
助
教
等
を
経
て
、平
成
28
年
７
月
1

日
、福
岡
歯
科
大
学
分
子
機
能
制
御
学
分
野
着

任
。博
士（
理
学
）。

講師
内田　邦敏

新任
●
口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー

（
略
歴
）福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
卒
。同
大
学
医
科

歯
科
総
合
病
院
に
て
臨
床
研
修
歯
科
医
修
了
後
、

同
大
学
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
分
野
医
員
、同
大
学

口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー
助
教
を
経
て
、平
成
28
年
７
月

1
日
、同
セ
ン
タ
ー
講
師
に
昇
任
。

講師
横上　智

昇任

●
耳
鼻
咽
喉
科
学
分
野

（
抱
負
）嚥
下・音
声
分
野
に
つ
い
て
造
影
検
査
な
ど

に
基
づ
い
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
手
術
治
療
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、歯
性
上
顎
洞
炎

に
対
す
る
鼻
内
視
鏡
手
術
の
啓
蒙
も
進
め
て
い
き

ま
す
。

（
略
歴
）福
岡
大
学
医
学
部
卒
。福
岡
大
学
医
学
部
耳

鼻
咽
喉
科
入
局
、福
岡
大
学
病
院
、九
州
が
ん
セ
ン

タ
ー
、福
岡
大
学
筑
紫
病
院
勤
務
、福
岡
歯
科
大
学
耳

鼻
咽
喉
科
学
分
野
講
師
、准
教
授
を
経
て
、平
成
28

年
７
月
1
日
同
分
野
教
授
に
昇
任
。博
士（
医
学
）。

教授
山野　貴史

昇任
●
有
床
義
歯
学
分
野

（
抱
負
）臨
床
の
中
か
ら
研
究
テ
ー
マ
を
発
見
し
、研

究
を
通
し
て
サ
イ
エン
スマ
イ
ン
ド
を
も
っ
た
臨
床
家

を
育
て
、臨
床
家
の
育
成
を
通
し
て
自
ら
臨
床
の
研

鑽
を
積
む
と
い
う
正
の
循
環
を
生
涯
貫
い
て
い
き
た

い
で
す
。

（
略
歴
）福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
卒
。同
大
学
大
学

院
歯
学
研
究
科
歯
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。同
大

学
冠
橋
義
歯
学
分
野
助
手
、同
大
学
有
床
義
歯
学

分
野
講
師
を
経
て
、平
成
28
年
５
月
１
日
、准
教
授

に
昇
任
。博
士（
歯
学
）。

准教授
都築　尊

昇任 教
員
紹
介

し
っ
か
り
ケ
ア
で
ト
ラ
ブ
ル

対
策・ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
も

平
成
28
年
度

福
岡
歯
科
大
学
公
開
講
座

　
７
月
11
日
、福
岡
歯
科
大
学
本
館
９
階
講
堂

に
お
い
て
、福
岡
歯
科
大
学
公
開
講
座「
心
配

だ
っ
た
ら
聞
い
て
み
よ
う
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
と
ア

レ
ル
ギ
ー
」が
開
催
さ
れ
、約
1
1
0
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。講
座
で
は
、皮
膚
科

学
分
野
古
村
南
夫
教
授
よ
り
皮
膚
科
や
歯
科

医
院
で
よ
く
見
つ
か
る
様
々
な
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

が
解
説
さ
れ
、発
症
の
し
く
み
や
、ど
の
よ
う
な

検
査・治
療
が
受
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、冠
橋
義
歯
学
分
野
佐
藤

博
信
教
授
よ
り
、

金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
患
者
さ

ん
へ
向
け
て
金
属

を
使
用
せ
ず
に

歯
科
治
療
を
す

る
医
療
技
術
を

中
心
に
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
は

質
疑
応
答
の
時

間
が
設
け
ら
れ
、

参
加
者
は
講
師
の

回
答
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
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平成28年度父兄後援会
支部懇談会日程

平成28年度福岡医療短期大学
公開講座

第12回健康まるごと福岡学園

　平成28年度の父兄後援会支部懇談会が下記日程のとおり開
催されます。各支部の総会のほか、大学からの近況報告や父兄と
の個別面談、意見交換などが行われます。是非ご参加ください。
詳細については各支部へお問い合わせください。

福岡学園では、医療・保健・福祉のみではな
く、より広い分野での地域貢献を果たすた
め、「健康まるごと福岡学園」を開催します。

実施日

8月6日（土）

8月7日（日）

8月11日（木・祝）

8月13日（土）

8月20日（土）

8月21日（日）

会場名

福岡ガーデンパレス
ソラリア西鉄ホテル

リーガロイヤルホテル小倉
レンブラントホテル大分
リーガロイヤルホテル広島
名鉄グランドホテル
鹿児島東急REIホテル
ハイネスホテル久留米
リーガロイヤルグラン沖縄

ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ
マリトピア

リーガホテルゼスト高松
大阪ガーデンパレス
ホテルニュー長崎
宮崎観光ホテル
山口グランドホテル

のがみプレジデントホテル

支部名

福岡中央
福岡市
北九州
大分県

広島・山陰・岡山
中部･東海･東日本･関東
鹿児島県
福岡県南部
沖縄県
熊本県
佐賀県
四国
近畿
長崎県
宮崎県
山口県
福岡県東部

「認知症｣を考える Part3
口から始める介護予防 
…食べる幸せ、生きる喜びを支援する…
■日時：10月２日（日） 13:00～16:30（受付開始12：00）
■場所：福岡医療短期大学　３０７教室
■定員：120名　■受講料：無料
　〇教育講演
「長寿の鍵は、口にあり！」　山本 龍生
（神奈川歯科大学大学院歯学研究科 口腔科学講座社会歯科学分野 教授）

〇講演１
「転倒予防は、食にあり！」　中園 栄里
（福岡医療短期大学 保健福祉学科 講師）

〇講演２
「寝たきり予防は、住にあり！」　松野 浩二
（福岡市障がい者基幹相談支援センター  相談支援専門員
福岡県理学療法士会  福岡支部担当理事）

〇総合討論｢認知症予防｣を考える

●申込方法／氏名･勤務先･職種･自宅または勤務先の住所･FAX･
　TELをお書き添えの上、ＦＡＸにてお申込みください。

●申込期間／８月１日～９月16日
●申込および問い合わせ先／福岡医療短期大学 公開講座委員会

FAX: 092-801-4473
TEL: 092-801-0923（内線151） 

■日時：10月29日（土）・30日（日）　■場所：福岡歯科大学

（問合せ先）
福岡歯科大学　企画課
〒814-0193 福岡市早良区田村2－15－1
電話：092-801-0411（内線508）
FAX：092-801-3678
Email: kikaku@college.fdcnet.ac.jp

企画を多数ご用意して皆様のご来場をお待ちしております。

●田の歯科祭
●講演会
●からだの科学展
●医科ミニ講座

●歯科無料相談
●介護無料相談、
介護施設見学
●短大企画

イベント

学園の「ひと」

10 9

　５月23日、ヒルトン福岡シーホークにおいて、世界小児外科学会連合
（WOFAPS）総会が開催され、本学園の水田祥代理事長に、小児外科医
学の進歩・発展に貢献した個人へ贈られる「The Lifetime Achievement 
Awards」が授与されました。長年小児外科医学の臨床･研究に取り組み、
数々の顕著な業績を挙げ、日本国内のみならず、小児外科医学の発展に寄
与した功績が評価され、この度の受賞となりました。
　また、６月18日にイタリア・ミラノで開催された欧州小児外科学会総会にお
いて、欧州小児外科学会（EUPSA）から水田理事長に、「EUPSA 
HONORARY MEMBER（名誉会員）」の称号が授与されました。小児腫
瘍学や小児の肝疾患、新生児の手術などにおいて数々の顕著な業績を挙
げ、小児外科医学の充実・発展に尽力した功績が認められ、女性で初めて、
世界で10人目となる称号授与となりました。

水田祥代理事長が世界小児外科学会連合
「The Lifetime Achievement Awards」を受賞、
欧州小児外科学会名誉会員の称号を受ける

学園の話題

《
福
岡
歯
科
大
学
》
●
有
床
義
歯
学
分
野

（
略
歴
）福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
卒
。同
大
学
医
科

歯
科
総
合
病
院
に
て
臨
床
研
修
歯
科
医
修
了
後
、同

大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
。同
大
学
有
床
義

歯
学
分
野
助
教
を
経
て
、平
成
28
年
5
月
1
日
、同

分
野
講
師
に
昇
任
。博
士（
歯
学
）。

●
分
子
機
能
制
御
学
分
野

（
略
歴
）名
古
屋
市
立
大
学
薬
学
部
卒
。同
大
学
大

学
院
薬
学
研
究
科
修
了
。総
合
研
究
大
学
院
大
学

生
命
科
学
研
究
科
修
了
。生
理
学
研
究
所
細
胞
生

理
研
究
部
門
助
教
等
を
経
て
、平
成
28
年
７
月
1

日
、福
岡
歯
科
大
学
分
子
機
能
制
御
学
分
野
着

任
。博
士（
理
学
）。

講師
内田　邦敏

新任
●
口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー

（
略
歴
）福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
卒
。同
大
学
医
科

歯
科
総
合
病
院
に
て
臨
床
研
修
歯
科
医
修
了
後
、

同
大
学
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
分
野
医
員
、同
大
学

口
腔
医
療
セ
ン
タ
ー
助
教
を
経
て
、平
成
28
年
７
月

1
日
、同
セ
ン
タ
ー
講
師
に
昇
任
。

講師
横上　智

昇任

●
耳
鼻
咽
喉
科
学
分
野

（
抱
負
）嚥
下・音
声
分
野
に
つ
い
て
造
影
検
査
な
ど

に
基
づ
い
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
手
術
治
療
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、歯
性
上
顎
洞
炎

に
対
す
る
鼻
内
視
鏡
手
術
の
啓
蒙
も
進
め
て
い
き

ま
す
。

（
略
歴
）福
岡
大
学
医
学
部
卒
。福
岡
大
学
医
学
部
耳

鼻
咽
喉
科
入
局
、福
岡
大
学
病
院
、九
州
が
ん
セ
ン

タ
ー
、福
岡
大
学
筑
紫
病
院
勤
務
、福
岡
歯
科
大
学
耳

鼻
咽
喉
科
学
分
野
講
師
、准
教
授
を
経
て
、平
成
28

年
７
月
1
日
同
分
野
教
授
に
昇
任
。博
士（
医
学
）。

教授
山野　貴史

昇任
●
有
床
義
歯
学
分
野

（
抱
負
）臨
床
の
中
か
ら
研
究
テ
ー
マ
を
発
見
し
、研

究
を
通
し
て
サ
イ
エン
スマ
イ
ン
ド
を
も
っ
た
臨
床
家

を
育
て
、臨
床
家
の
育
成
を
通
し
て
自
ら
臨
床
の
研

鑽
を
積
む
と
い
う
正
の
循
環
を
生
涯
貫
い
て
い
き
た

い
で
す
。

（
略
歴
）福
岡
歯
科
大
学
歯
学
部
卒
。同
大
学
大
学

院
歯
学
研
究
科
歯
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。同
大

学
冠
橋
義
歯
学
分
野
助
手
、同
大
学
有
床
義
歯
学

分
野
講
師
を
経
て
、平
成
28
年
５
月
１
日
、准
教
授

に
昇
任
。博
士（
歯
学
）。

准教授
都築　尊

昇任 教
員
紹
介

し
っ
か
り
ケ
ア
で
ト
ラ
ブ
ル

対
策・ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
も

平
成
28
年
度

福
岡
歯
科
大
学
公
開
講
座

　
７
月
11
日
、福
岡
歯
科
大
学
本
館
９
階
講
堂

に
お
い
て
、福
岡
歯
科
大
学
公
開
講
座「
心
配

だ
っ
た
ら
聞
い
て
み
よ
う
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
と
ア

レ
ル
ギ
ー
」が
開
催
さ
れ
、約
1
1
0
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。講
座
で
は
、皮
膚
科

学
分
野
古
村
南
夫
教
授
よ
り
皮
膚
科
や
歯
科

医
院
で
よ
く
見
つ
か
る
様
々
な
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

が
解
説
さ
れ
、発
症
の
し
く
み
や
、ど
の
よ
う
な

検
査・治
療
が
受
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、冠
橋
義
歯
学
分
野
佐
藤

博
信
教
授
よ
り
、

金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
患
者
さ

ん
へ
向
け
て
金
属

を
使
用
せ
ず
に

歯
科
治
療
を
す

る
医
療
技
術
を

中
心
に
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
後
に
は

質
疑
応
答
の
時

間
が
設
け
ら
れ
、

参
加
者
は
講
師
の

回
答
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
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同窓会だより

　
平
素
よ
り
福
岡
歯
科
大
学
同
窓
会
活

動
に
ご
協
力
ご
理
解
を
賜
り
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
学
術
講
演
会
は
、平
成
28
年

３
月
６
日
、福
岡
県
歯
科
医
師
会
館
大
ホ

ー
ル
に
て「
天
然
歯
保
存
の
可
能
性
を
探
る

̶

補
綴
の
立
場
か
ら

̶

」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。今
回
の
講
演
会
で
は

日
常
臨
床
に
お
け
る
天
然
歯
の
保
存
の
可

能
性
と
限
界
に
こ
だ
わ
り
、福
岡
歯
科
大

学
咬
合
修
復
学
講
座
冠
橋
義
歯
学
分
野

教
授
佐
藤
博
信
先
生
に「
天
然
歯
の
咬
合

の
可
能
性
を
探
る
」と
題
し
て
の
基
調
講

演
を
、そ
し
て
山
口
県
下
関
市
に
て
開
業
さ

れ
た
福
岡
歯
科
大

学
咬
合
修
復
学
講

座
冠
橋
義
歯
学
分

野
臨
床
准
教
授

大
村
祐
進
先
生
に

「
機
能
性・審
美
性・

長
期
安
定
性
を
考

慮
し
た
咬
合
再
構

成
」、愛
知
県
名
古

屋
市
で
補
綴
臨
床

総
合
研
究
所
を
開

設
さ
れ
た
中
村
健

太
郎
先
生
に「
な
ぜ
、人
は
咬
合
が
不
可
欠

な
の
か
？
」と
題
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。器
材
展
示
業
者

を
合
わ
せ
1
5
0
名
の
参
加
と
な
り
、質

疑
応
答
も
定
刻
を
過
ぎ
て
も
行
わ
れ
、盛

会
に
終
わ
り
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
学
術
委
員
会
活
動
を
通
じ
て

時
代
の
変
遷
に
適
応
し
進
化
を
し
な
が
ら
、

母
校
と
共
に
同
窓
会
も
成
熟
し
て
、皆
様

に
さ
ら
な
る
充
実
し
た
魅
力
あ
る
同
窓
会

づ
く
り
に
学
術
委
員
一
同
貢
献
出
来
た
ら

幸
い
で
す
。今
後
と
も
同
窓
各
位
の
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
歯
科
大
学
同
窓
会
主
催

第
29
回
学
術
講
演
会

学
術
常
務
理
事

　葛
西

秀
夫
（
6
期
生
）

木
更
津
き
ら
ら
歯
科

　中
谷

一
空（
31
期
生
）

福
岡
が
熱
い
福
岡
県
西
同
窓
会
専
務
理
事

中
田

宏（
13
期
生
）

　
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、福
岡
県
西
同
窓
会
は
平
成
28
年
６
月
25
日
定
時
総
会
に
て
、中

四
良
会
長
の
も
と
新
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。今
年
は
、福
岡
歯

科
大
学
主
幹
で
平
成
28
年
10
月
21
日（
金
）〜
23
日（
日
）に
第
23
回
日
本
歯

科
医
学
会
総
会
と
平
成
28
年
10
月
22
日（
土
）に
第
69
回
九
州
歯
科
医
学
会

が
福
岡
県
の
担
当
で
開
催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、併
せ
て
日
本
デ
ン
タ
ル
シ
ョ
ー

も
併
催
さ
れ
ま
す
。

　
福
岡
県
西
同
窓
会
は
同
窓
生
の
皆
様
を
こ
の
熱
い
福
岡
へ
快
く
お
迎
え
出

来
る
様
、22
日
の
福
岡
歯
科
大
学
同
窓
会
懇
親
会
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。当
日
は
土
曜
日
と
い
う
事
も
あ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
も
重
な
り
ホ

テ
ル
の
予
約
が
大
変
困
難
な
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。西
同
窓
会
で
も
多
少
の

ホ
テ
ル
は
確
保
し
て
お
り
ま
す
が
、遠
方
か
ら
の
ご
来
福
の
先
生
は
早
め
に
ホ

テ
ル
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。是
非
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
出
席
頂
き

大
会
と
総
会
を
盛
り
上
げ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。皆
様
の
ご
来
福
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、熊
本
を
中
心
と
し
た
大
地
震
に
て
被
災
さ
れ
ま

し
た
先
生
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。一
日
も
早
い
復
興
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
診
療
室
か
ら
見
え
る
山
」

「
木
更
津
で
福
岡
カ
ラ
ー
を
」

野
々
山
信（
25
期
生
）

卒業生
NOW

クリニックからこんにちは！

第29回学術講演会

学術
報告会

Hi!

　
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。31
期
卒
の
中
谷
一

空
で
す
。今
年
の
10
月
で
開
業
し
て
２

年
に
な
り
ま
す
。ユ
ニッ
ト
６
台
、ス
タ
ッ

フ
20
名
で『
絶
え
ず
医
療
の
向
上
に
努

め
、医
療
人
と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を

持
っ
て
、心
に
響
く
質
の
高
い
医
療
の
提

供
』を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
々
、患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
大
切
に
し
、ス
タ
ッフ
皆
で
真
面
目
に
楽
し

く
診
療
を
行
って
お
り
ま
す
。D
r
は
福
岡
、

長
崎
、熊
本
、沖
縄
、千
葉
出
身
、さ
ら
に
は

福
岡
出
身
の
D
H
も
い
る
た
め
、当
院
は
千

葉
の
木
更
津
に
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
院

内
で
は
九
州
弁
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、患
者

さ
ん
も
素
敵
な
反
応
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　
先
日
、恩
師
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。そ

の
際
に
多
く
の
有
難
き
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、そ
の
中
で『
俺
は
仙
人
に
な

る
。』と
い
う
言
葉
に
特
に
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。仙
人
と
い
う
の
は
ど

こ
に
い
よ
う
が
、必
要
と
さ
れ
て
い
れ

ば
いつ
で
も
誰
で
も
訪
れ
に
来
る
。と

て
も
深
い
お
言
葉
で
し
た
。確
か
に

そ
れ
は
患
者
さ
ん
で
あ
ろ
う
と
、友

人
で
あ
ろ
う
と
先
輩
で
あ
ろ
う
と

後
輩
で
あ
ろ
う
と
誰
で
あ
ろ
う
と
。

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。そ
う

話
さ
れ
る
表
情
か
ら
は
、想
像
も
で

き
な
い
ほ
ど
毎
日
を
一
生
懸
命
に
生
き
て

き
て
な
お
、さ
ら
な
る
成
長
への
貪
欲
さ
が

満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
も
う
限
界
だ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。日
頃
よ
り
私
は
限
界
な
ん
て

自
分
自
身
で
勝
手
に
決
め
る
も
の
だ
、も
っ

と
も
っ
と
高
み
へ
と
言
い
聞
か
せ
て
い
た
つ

も
り
で
し
た
が
ま
だ
ま
だ
で
し
た
。こ
の

世
に
生
を
授
か
っ
た
以
上
は
私
も
日
々
成

長
す
べ
く
、刺
激
し
合
え
る
仲
間
と
一
生

懸
命
に
貪
欲
に
生
き
、少
し
で
も
多
く
の

人
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
人
に
な
る
よ

う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
度
の
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、少
し
で

も
早
く
復
興
さ
れ
、心
穏
や
か
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

〈日時〉
平成28年10月22日（土）18：30～

〈会場〉
西鉄グランドホテル2F「プレジール」

事前会費 15,000円
当日会費 18,000円　
＊会費はすべて2次会費を含みます

〈お問い合わせ（申込先）〉
福岡歯科大学同窓会福岡県地区
専務理事　持山達郎
〒810-0001
福岡市中央区天神3丁目3番3号
（持山歯科医院内）
TEL：092-712-3900
FAX：092-716-0389
E-mail：mochitatsu@coffee.ocn.ne.jp

〈申込振込締切〉

平成28年8月31日
4月に同窓会より発送致しました
申込書をご使用下さい

福岡歯科大学同窓会懇親会

（　　　　　　　　　　　　　）

　
皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。25
期
卒
業
の
野
々
山
と
申
し
ま
す
。平
成
15
年
に

大
学
を
卒
業
後
、平
成
25
年
に
北
九
州
市
八
幡
西
区
で
開
業
し
ま
し
た
。

　
開
業
し
て
か
ら
は
日
々
の
診
療
で
凝
り
固
ま
っ
た
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

た
め
に
、山
登
り
を
始
め
ま
し
た
。何
気
な
く
本
屋
で
手
に
し
た
九
州
の

山
々
を
特
集
し
た
雑
誌
が
き
っ
か
け
で
し
た
。初
め
て
の
登
山
は
、診
療
室
の

窓
か
ら
毎
日
見
て
い
る
皿
倉
山
か
ら
ス
タ
ー
ト
。山
頂
に
登
る
と
、そ
こ
か
ら

見
え
る
他
の
山
が
気
に
な
り
情
報
収
集
。次
は
福
智
山
な
ど
近
郊
の
山
々

を
ピ
ー
ク
ハン
ト
。次
は
学
生
時
代
に
見
て
い
た
山
が
気
に
な
り
、飯
盛
山・宝

満
山・井
原
山
へ
。対
象
は
広
が
り
、県
外
の
由
布
岳・く
じ
ゅ
う
連
山
へ
。山

仲
間
が
増
え
る
と
情
報
も
増
え
、一つ
の
山
で
も
違
う
ル
ー
ト
か
ら
登
る
楽

し
み
も
覚
え
ま
し
た
。

　
皆
様
の
周
り
に
も
き
っ
と
山
は
見
え
る
は
ず
で
す
。周
囲
の
動
植
物
を
観

察
し
な
が
ら
、マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。頂
上
で
食
べ
る
お
に
ぎ
り

と
コ
ー
ヒ
ー
は
格
別
で
す
。も
ち
ろ
ん
、無
理
し
て
頂
上
ま
で
登
ら
な
く
て
も

よ
い
の
で
す
。各
人
が
決
め
た
目
標
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
心
地
よ
い
疲
労
感

と
達
成
感
を
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。今
度
の
週
末
は
お
近

く
の
山
に
登
って
み
ま
し
ょ
う
。下
山
し
て
か
ら
見
上
げ
る
山
は
、いつ
も
見
て

い
た
そ
れ
と
は
き
っ
と
違
っ
て

見
え
る
は
ず
で
す
。

　
最
後
に
、平
成
28
年
熊
本

地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ々

哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
素
よ
り
福
岡
歯
科
大
学
同
窓
会
活

動
に
ご
協
力
ご
理
解
を
賜
り
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
学
術
講
演
会
は
、平
成
28
年

３
月
６
日
、福
岡
県
歯
科
医
師
会
館
大
ホ

ー
ル
に
て「
天
然
歯
保
存
の
可
能
性
を
探
る

̶

補
綴
の
立
場
か
ら

̶

」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。今
回
の
講
演
会
で
は

日
常
臨
床
に
お
け
る
天
然
歯
の
保
存
の
可

能
性
と
限
界
に
こ
だ
わ
り
、福
岡
歯
科
大

学
咬
合
修
復
学
講
座
冠
橋
義
歯
学
分
野

教
授
佐
藤
博
信
先
生
に「
天
然
歯
の
咬
合

の
可
能
性
を
探
る
」と
題
し
て
の
基
調
講

演
を
、そ
し
て
山
口
県
下
関
市
に
て
開
業
さ

れ
た
福
岡
歯
科
大

学
咬
合
修
復
学
講

座
冠
橋
義
歯
学
分

野
臨
床
准
教
授

大
村
祐
進
先
生
に

「
機
能
性・審
美
性・

長
期
安
定
性
を
考

慮
し
た
咬
合
再
構

成
」、愛
知
県
名
古

屋
市
で
補
綴
臨
床

総
合
研
究
所
を
開

設
さ
れ
た
中
村
健

太
郎
先
生
に「
な
ぜ
、人
は
咬
合
が
不
可
欠

な
の
か
？
」と
題
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。器
材
展
示
業
者

を
合
わ
せ
1
5
0
名
の
参
加
と
な
り
、質

疑
応
答
も
定
刻
を
過
ぎ
て
も
行
わ
れ
、盛

会
に
終
わ
り
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
学
術
委
員
会
活
動
を
通
じ
て

時
代
の
変
遷
に
適
応
し
進
化
を
し
な
が
ら
、

母
校
と
共
に
同
窓
会
も
成
熟
し
て
、皆
様

に
さ
ら
な
る
充
実
し
た
魅
力
あ
る
同
窓
会

づ
く
り
に
学
術
委
員
一
同
貢
献
出
来
た
ら

幸
い
で
す
。今
後
と
も
同
窓
各
位
の
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
歯
科
大
学
同
窓
会
主
催

第
29
回
学
術
講
演
会

学
術
常
務
理
事

　葛
西

秀
夫
（
6
期
生
）

木
更
津
き
ら
ら
歯
科

　中
谷

一
空（
31
期
生
）

福
岡
が
熱
い
福
岡
県
西
同
窓
会
専
務
理
事

中
田

宏（
13
期
生
）

　
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、福
岡
県
西
同
窓
会
は
平
成
28
年
６
月
25
日
定
時
総
会
に
て
、中

四
良
会
長
の
も
と
新
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。今
年
は
、福
岡
歯

科
大
学
主
幹
で
平
成
28
年
10
月
21
日（
金
）〜
23
日（
日
）に
第
23
回
日
本
歯

科
医
学
会
総
会
と
平
成
28
年
10
月
22
日（
土
）に
第
69
回
九
州
歯
科
医
学
会

が
福
岡
県
の
担
当
で
開
催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、併
せ
て
日
本
デ
ン
タ
ル
シ
ョ
ー

も
併
催
さ
れ
ま
す
。

　
福
岡
県
西
同
窓
会
は
同
窓
生
の
皆
様
を
こ
の
熱
い
福
岡
へ
快
く
お
迎
え
出

来
る
様
、22
日
の
福
岡
歯
科
大
学
同
窓
会
懇
親
会
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。当
日
は
土
曜
日
と
い
う
事
も
あ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
も
重
な
り
ホ

テ
ル
の
予
約
が
大
変
困
難
な
事
が
予
想
さ
れ
ま
す
。西
同
窓
会
で
も
多
少
の

ホ
テ
ル
は
確
保
し
て
お
り
ま
す
が
、遠
方
か
ら
の
ご
来
福
の
先
生
は
早
め
に
ホ

テ
ル
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。是
非
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
出
席
頂
き

大
会
と
総
会
を
盛
り
上
げ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。皆
様
の
ご
来
福
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、熊
本
を
中
心
と
し
た
大
地
震
に
て
被
災
さ
れ
ま

し
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先
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に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。一
日
も
早
い
復
興
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
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」
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気
な
く
本
屋
で
手
に
し
た
九
州
の

山
々
を
特
集
し
た
雑
誌
が
き
っ
か
け
で
し
た
。初
め
て
の
登
山
は
、診
療
室
の

窓
か
ら
毎
日
見
て
い
る
皿
倉
山
か
ら
ス
タ
ー
ト
。山
頂
に
登
る
と
、そ
こ
か
ら

見
え
る
他
の
山
が
気
に
な
り
情
報
収
集
。次
は
福
智
山
な
ど
近
郊
の
山
々

を
ピ
ー
ク
ハン
ト
。次
は
学
生
時
代
に
見
て
い
た
山
が
気
に
な
り
、飯
盛
山・宝

満
山・井
原
山
へ
。対
象
は
広
が
り
、県
外
の
由
布
岳・く
じ
ゅ
う
連
山
へ
。山

仲
間
が
増
え
る
と
情
報
も
増
え
、一つ
の
山
で
も
違
う
ル
ー
ト
か
ら
登
る
楽

し
み
も
覚
え
ま
し
た
。

　
皆
様
の
周
り
に
も
き
っ
と
山
は
見
え
る
は
ず
で
す
。周
囲
の
動
植
物
を
観

察
し
な
が
ら
、マ
イ
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。頂
上
で
食
べ
る
お
に
ぎ
り

と
コ
ー
ヒ
ー
は
格
別
で
す
。も
ち
ろ
ん
、無
理
し
て
頂
上
ま
で
登
ら
な
く
て
も

よ
い
の
で
す
。各
人
が
決
め
た
目
標
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
心
地
よ
い
疲
労
感

と
達
成
感
を
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。今
度
の
週
末
は
お
近

く
の
山
に
登
って
み
ま
し
ょ
う
。下
山
し
て
か
ら
見
上
げ
る
山
は
、いつ
も
見
て

い
た
そ
れ
と
は
き
っ
と
違
っ
て

見
え
る
は
ず
で
す
。

　
最
後
に
、平
成
28
年
熊
本

地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ々

哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



　
都
市
伝
説
か
事
実
か
知
り
ま
せ
ん
が
、か

つ
て
大
学
の
定
期
試
験
で
カ
レ
ー
の
レ
シ
ピ

を
書
い
て
単
位
が
も
ら
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
。有
名
な
話
で
す
の
で
ご
存

知
で
し
ょ
う
。こ
の
話
に
対
し
て「
古
き
良
き

時
代
」と
懐
か
し
む
向
き
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
さ
ま
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
で
し

ょ
う
か
。本
学
の
新
入
生
研
修
会
の
と
き
、

わ
た
し
は
１
年
生
に「
他
者
に
敬
意
を
払
え

る
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
す
。

同
輩
、教
師
、将
来
的
に
は
患
者
さ
ん
、そ
し

て
知
そ
の
も
の
へ
。大
学
は
知
の
共
同
体
で

あ
り
大
学
生
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
共

同
体
の一
員
に
な
る
こ
と
だ
か
ら
、と
い
う
の

で
す
が
、そ
ん
な
に
高
尚
な
話
で
は
な
く
て
、

ひ
ょ
う
窃
や
無
断
転
用
な
ど
は
厳
禁
だ
よ

と
い
う
程
度
の
意
味
で
す
。で
は
、教
員
な
ら

ど
う
で
し
ょ
う
？
わ
た
し
が
思
う
に
学
問
へ

の
敬
意
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。畏
敬
と
言
っ
て

も
構
い
ま
せ
ん
。喩
え
る
な
ら
、授
業
を
し
試

験
を
し
単
位
を
認
定
す
る
場
合
に
教
員
は

そ
の
学
問
の
代
理
人
を
勤
め
て
い
る
だ
け

だ
、く
ら
い
の
気
持
ち
が
必
要
で
し
ょ
う
。単

位
の
与
奪
を
個
人
的
な
好
み
で
決
め
る
と

い
う
の
は
以
て
の
外
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。認

証
評
価
や
学
生
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
も
大
切

で
す
が
、で
も
な
に
よ
り
重
要
な
の
は
学
問
へ

の
敬
意
だ
な
ど
と
考
え
る
わ
た
し
は
あ
ま
り

に
書
生
じ
み
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

（
永
嶋
哲
也
）
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福岡市民の健康を歯と口から守る集い

●15日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●20日 第19回学園体育祭
●25日 ガーデン研修会

●４･19日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●５日 福岡市民の健康を歯と口から守る集い
●9日 ＦＤ講演会（鹿児島大学 田口則宏教授）
●12日 福岡歯科大学 同窓生ご子息･ご息女対象

オープンキャンパス
●12日 サンシャインシティ運動会
●28日 福岡歯科大学 第６学年激励会
●29日 福岡医療短期大学 歯科衛生学科激励会
●30日 福岡医療短期大学 保健福祉学科 実習決意式

●6日 大学院特別講義
（テキサス大学オースティン校 アーレン･ジョンソン教授）

●8日 大学院特別講義
（南カリフォルニア大学　閔 成弘氏）

●9･22日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●11日 平成28年度福岡歯科大学公開講座

充実した日々、いろいろ。学園の様々な出来事をピックアップしてご紹介！

第500回記念理事会が行われました。

サンシャインシティ運動会福岡医療短期大学 保健福祉学科実習決意式

【イベントレコード】
EVENTS RECORD

2016年5月

2016年6月

●23日 福岡看護大学（仮称）【設置認可申請中】
オープンキャンパス

●27日 学園記念日記念式典
●30日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●31日 福岡歯科大学 第１回オープンキャンパス

サンシャインプラザ夏祭り

●５･19日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●６日 福岡歯科大学 第２回オープンキャンパス
●７日 福岡看護大学（仮称）【設置認可申請中】

オープンキャンパス
サンシャインシティ納涼祭

●10･24日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●11日 福岡看護大学（仮称）【設置認可申請中】

オープンキャンパス

●2日 平成28年度福岡医療短期大学公開講座
●13日 献体者慰霊祭･実験動物慰霊祭
●15日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●20日 大学院特別講義

（マンダレー歯科大学 キン･サンダー･トゥン講師）
●21～23日 第23回日本歯科医学会総会
●29･30日 健康まるごと福岡学園

2016年7月

2016年8月

2016年9月

2016年10月

2016年7月

　６月５日、福岡県歯科医師会館において「第41回福岡市民の健康を歯と口
から守る集い」（福岡市歯科医師会等と共催）が開催されました。福岡歯科大
学医科歯科総合病院のスタッフが、口腔外科、小児歯科、禁煙･口臭予防等
の相談コーナーを担当し、多くの方にご利用いただきました。

　熊本地震により被災された皆さまに心よりお見舞いを申し上げます。
　本号では、地震被災地への歯科医療救護活動、第23回日本歯科医学会総会情報、
学生訪問団の国際交流、水田理事長の国際学会受賞など、お伝えすべき大きな話題
がいくつもありました。読者の皆様に学園の活気・熱気をお伝えすべく、編集部ではぎ
りぎりまで精力的に作業を続けました。いよいよ、10月21日～23日には第23回日本歯
科医学会総会が開催されます。また、設置認可申請中の福岡看護大学（仮称）の校舎
建設なども進んでいます。次号以降も、編集部一同がんばっていきたいと思います。

編集後記

【イベントカレンダー（今後の予定）】
EVENTS CALENDER

松
野
　
浩
明
（
福
岡
歯
科
大
学
第
２
学
年
）

村
上
　
司
（
父
兄
後
援
会
理
事
）

「
無
用
の
用
」

New
Sophia
コラム

学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

保
護
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
日
一
日
の
努
力

地
震
が
与
え
た
も
の

　
４
月
14
日
21
時
26
分
、突

然
携
帯
電
話
か
ら
聞
い
た
こ

と
の
な
い
音
が
鳴
り
響
き
ま

し
た
。何
が
起
き
た
か
も
わ

か
ら
ず
、と
り
あ
え
ず
画
面

を
見
て
み
る
と
、小
さ
い
頃

か
ら
見
な
れ
た「
熊
本
」と
い
う
文
字
と
今
ま
で
見
た
こ

と
の
な
い「
震
度
７
」と
い
う
文
字
を
同
時
に
見
て
理
解

が
追
い
つ
か
な
い
で
い
る
間
に
揺
れ
は
福
岡
ま
で
来
ま
し

た
。

　
私
の
実
家
は
熊
本
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、震
源
地
か

ら
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。両
親
と
も
連

絡
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
家
の
写
真
を
送
っ
て
も
ら
う

と
、家
具
は
す
べ
て
倒
れ
、食
器
は
割
れ
、子
ど
も
時
代
に

住
ん
で
い
た
家
と
は
別
物
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
週
間
後
、実
家
に
手
伝
い
に
帰
り
、実
際
に
被
害
を

見
て
改
め
て
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。し
か

し
、良
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。家
を
片
付
け
る
に
つ
れ

家
族
の
絆
も
深
ま
り
、さ
ら
に
仲
の
良
い
家
族
に
な
り
ま

し
た
。以
前
は
安
心
し
て
大
学
に
通
え
る
と
い
う
幸
せ

を
当
然
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
し
た
。今
は
こ
の
環
境
を

与
え
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、今
回
の
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、熊
本
県
、大
分
県
の
一
日
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
北
九
州
小
倉
で
開
業

し
て
三
十
年
、地
元
の
患
者

さ
ん
の
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
歯
科
医
療
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。本
年
度
か

ら
父
兄
後
援
会
の
理
事
を
務

め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。後
援
会
、大
学
関
係
の
皆

様
と
会
の
為
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、先
日
、福
岡
歯
科
大
の
国
家
試
験
の
合
格
者
数

を
聞
き
、近
年
の
合
格
が
非
常
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。現
在
の
制
度
の
難
し
い
状
況
の
中
、基

礎
勉
強
を
大
切
に
し
な
が
ら
、い
か
に
し
た
ら
国
家
試
験

に
合
格
で
き
る
の
か
？
先
生
方
も
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。父
兄
後
援
会
も
全
面
的
に
バッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、学
生
の
皆
さ
ん
は
一
日
一
日
の
努

力
が
明
日
へつ
な
が
る
、そ
し
て
国
家
試
験
合
格
へつ
な
が

る
と
信
じ
て
勉
強
に
励
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。只
、

国
家
試
験
合
格
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、そ
の
日
か
ら

歯
科
医
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。我
々
と
共
に
歯
科

医
療
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
度
、熊
本
大
分
の
大
震

災
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、謹
ん
で
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、早
く
平
常
の
生
活
が
出
来
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



　
都
市
伝
説
か
事
実
か
知
り
ま
せ
ん
が
、か

つ
て
大
学
の
定
期
試
験
で
カ
レ
ー
の
レ
シ
ピ

を
書
い
て
単
位
が
も
ら
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
。有
名
な
話
で
す
の
で
ご
存

知
で
し
ょ
う
。こ
の
話
に
対
し
て「
古
き
良
き

時
代
」と
懐
か
し
む
向
き
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
さ
ま
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
で
し

ょ
う
か
。本
学
の
新
入
生
研
修
会
の
と
き
、

わ
た
し
は
１
年
生
に「
他
者
に
敬
意
を
払
え

る
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
す
。

同
輩
、教
師
、将
来
的
に
は
患
者
さ
ん
、そ
し

て
知
そ
の
も
の
へ
。大
学
は
知
の
共
同
体
で

あ
り
大
学
生
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
共

同
体
の一
員
に
な
る
こ
と
だ
か
ら
、と
い
う
の

で
す
が
、そ
ん
な
に
高
尚
な
話
で
は
な
く
て
、

ひ
ょ
う
窃
や
無
断
転
用
な
ど
は
厳
禁
だ
よ

と
い
う
程
度
の
意
味
で
す
。で
は
、教
員
な
ら

ど
う
で
し
ょ
う
？
わ
た
し
が
思
う
に
学
問
へ

の
敬
意
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。畏
敬
と
言
っ
て

も
構
い
ま
せ
ん
。喩
え
る
な
ら
、授
業
を
し
試

験
を
し
単
位
を
認
定
す
る
場
合
に
教
員
は

そ
の
学
問
の
代
理
人
を
勤
め
て
い
る
だ
け

だ
、く
ら
い
の
気
持
ち
が
必
要
で
し
ょ
う
。単

位
の
与
奪
を
個
人
的
な
好
み
で
決
め
る
と

い
う
の
は
以
て
の
外
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。認

証
評
価
や
学
生
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
も
大
切

で
す
が
、で
も
な
に
よ
り
重
要
な
の
は
学
問
へ

の
敬
意
だ
な
ど
と
考
え
る
わ
た
し
は
あ
ま
り

に
書
生
じ
み
て
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

（
永
嶋
哲
也
）
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●15日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●20日 第19回学園体育祭
●25日 ガーデン研修会
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●５日 福岡市民の健康を歯と口から守る集い
●9日 ＦＤ講演会（鹿児島大学 田口則宏教授）
●12日 福岡歯科大学 同窓生ご子息･ご息女対象

オープンキャンパス
●12日 サンシャインシティ運動会
●28日 福岡歯科大学 第６学年激励会
●29日 福岡医療短期大学 歯科衛生学科激励会
●30日 福岡医療短期大学 保健福祉学科 実習決意式

●6日 大学院特別講義
（テキサス大学オースティン校 アーレン･ジョンソン教授）

●8日 大学院特別講義
（南カリフォルニア大学　閔 成弘氏）

●9･22日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●11日 平成28年度福岡歯科大学公開講座

充実した日々、いろいろ。学園の様々な出来事をピックアップしてご紹介！

第500回記念理事会が行われました。

サンシャインシティ運動会福岡医療短期大学 保健福祉学科実習決意式

【イベントレコード】
EVENTS RECORD

2016年5月

2016年6月

●23日 福岡看護大学（仮称）【設置認可申請中】
オープンキャンパス

●27日 学園記念日記念式典
●30日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●31日 福岡歯科大学 第１回オープンキャンパス

サンシャインプラザ夏祭り

●５･19日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●６日 福岡歯科大学 第２回オープンキャンパス
●７日 福岡看護大学（仮称）【設置認可申請中】

オープンキャンパス
サンシャインシティ納涼祭

●10･24日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●11日 福岡看護大学（仮称）【設置認可申請中】

オープンキャンパス

●2日 平成28年度福岡医療短期大学公開講座
●13日 献体者慰霊祭･実験動物慰霊祭
●15日 福岡医療短期大学オープンキャンパス
●20日 大学院特別講義

（マンダレー歯科大学 キン･サンダー･トゥン講師）
●21～23日 第23回日本歯科医学会総会
●29･30日 健康まるごと福岡学園

2016年7月

2016年8月

2016年9月

2016年10月

2016年7月

　６月５日、福岡県歯科医師会館において「第41回福岡市民の健康を歯と口
から守る集い」（福岡市歯科医師会等と共催）が開催されました。福岡歯科大
学医科歯科総合病院のスタッフが、口腔外科、小児歯科、禁煙･口臭予防等
の相談コーナーを担当し、多くの方にご利用いただきました。

　熊本地震により被災された皆さまに心よりお見舞いを申し上げます。
　本号では、地震被災地への歯科医療救護活動、第23回日本歯科医学会総会情報、
学生訪問団の国際交流、水田理事長の国際学会受賞など、お伝えすべき大きな話題
がいくつもありました。読者の皆様に学園の活気・熱気をお伝えすべく、編集部ではぎ
りぎりまで精力的に作業を続けました。いよいよ、10月21日～23日には第23回日本歯
科医学会総会が開催されます。また、設置認可申請中の福岡看護大学（仮称）の校舎
建設なども進んでいます。次号以降も、編集部一同がんばっていきたいと思います。

編集後記

【イベントカレンダー（今後の予定）】
EVENTS CALENDER

松
野
　
浩
明
（
福
岡
歯
科
大
学
第
２
学
年
）

村
上
　
司
（
父
兄
後
援
会
理
事
）

「
無
用
の
用
」

New
Sophia
コラム

学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

保
護
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
日
一
日
の
努
力

地
震
が
与
え
た
も
の

　
４
月
14
日
21
時
26
分
、突

然
携
帯
電
話
か
ら
聞
い
た
こ

と
の
な
い
音
が
鳴
り
響
き
ま

し
た
。何
が
起
き
た
か
も
わ

か
ら
ず
、と
り
あ
え
ず
画
面

を
見
て
み
る
と
、小
さ
い
頃

か
ら
見
な
れ
た「
熊
本
」と
い
う
文
字
と
今
ま
で
見
た
こ

と
の
な
い「
震
度
７
」と
い
う
文
字
を
同
時
に
見
て
理
解

が
追
い
つ
か
な
い
で
い
る
間
に
揺
れ
は
福
岡
ま
で
来
ま
し

た
。

　
私
の
実
家
は
熊
本
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、震
源
地
か

ら
そ
う
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。両
親
と
も
連

絡
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
家
の
写
真
を
送
っ
て
も
ら
う

と
、家
具
は
す
べ
て
倒
れ
、食
器
は
割
れ
、子
ど
も
時
代
に

住
ん
で
い
た
家
と
は
別
物
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
週
間
後
、実
家
に
手
伝
い
に
帰
り
、実
際
に
被
害
を

見
て
改
め
て
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。し
か

し
、良
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。家
を
片
付
け
る
に
つ
れ

家
族
の
絆
も
深
ま
り
、さ
ら
に
仲
の
良
い
家
族
に
な
り
ま

し
た
。以
前
は
安
心
し
て
大
学
に
通
え
る
と
い
う
幸
せ

を
当
然
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
し
た
。今
は
こ
の
環
境
を

与
え
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、今
回
の
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、熊
本
県
、大
分
県
の
一
日
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
北
九
州
小
倉
で
開
業

し
て
三
十
年
、地
元
の
患
者

さ
ん
の
声
を
大
切
に
し
な
が

ら
歯
科
医
療
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。本
年
度
か

ら
父
兄
後
援
会
の
理
事
を
務

め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。後
援
会
、大
学
関
係
の
皆

様
と
会
の
為
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、先
日
、福
岡
歯
科
大
の
国
家
試
験
の
合
格
者
数

を
聞
き
、近
年
の
合
格
が
非
常
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。現
在
の
制
度
の
難
し
い
状
況
の
中
、基

礎
勉
強
を
大
切
に
し
な
が
ら
、い
か
に
し
た
ら
国
家
試
験

に
合
格
で
き
る
の
か
？
先
生
方
も
頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。父
兄
後
援
会
も
全
面
的
に
バッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
の
で
、学
生
の
皆
さ
ん
は
一
日
一
日
の
努

力
が
明
日
へつ
な
が
る
、そ
し
て
国
家
試
験
合
格
へつ
な
が

る
と
信
じ
て
勉
強
に
励
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。只
、

国
家
試
験
合
格
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、そ
の
日
か
ら

歯
科
医
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。我
々
と
共
に
歯
科

医
療
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
度
、熊
本
大
分
の
大
震

災
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、謹
ん
で
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、早
く
平
常
の
生
活
が
出
来
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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国際交流レポート
熊本地震被災地への
歯科医療救護活動に参加
医科歯科総合病院
西鉄バス乗り入れ運行開始

福岡学園広報誌

ニューソフィア

福岡学園広報誌 ニューソフィア

福岡歯科大学は「口腔医学」を推進しています。 91号
［VOL.24-❸］
July 2016

91号［VOL.24-❸］ July 2016

お知らせ

編集・発行／福岡学園広報・受験者対策委員会 広報誌編集部  〒814-0193 福岡県福岡市早良区田村2-15-1   TEL 092-801-0411（企画課：内線509）
平成28年7月22日発行

●第１回
７月31日（日）10：00～15：00
〈内容〉模擬講義、模擬実習、施設見学、

　在校生との座談会･昼食会など
●第２回
８月６日（土）11：00～15：00
〈内容〉
模擬実習、小論文・
面接概要説明、平成
29年度入試説明、
施設見学（受験生対
象）

看護職に興味のある方、看護学部への進学を考え
ている方は、ぜひお越しください！

平成29年度  入学試験日程

福岡医療短期大学

〒814-0193 福岡市早良区田村2-15-1　福岡医療短期大学入試係　
TEL.092-801-0439（直通）　 FAX.092-801-4473
●ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/jcol/　●E-mail  gakumuj@college.fdcnet.ac.jp
●携帯電話用ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/sp/jcol/

問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

〒814-0193 福岡市早良区田村2-15-1　福岡歯科大学学務課入試係
TEL.092-801-1885（直通）　FAX.092-801-0427
●ホームページURL http://www.fdcnet.ac.jp　●E-mail  gakumu@college.fdcnet.ac.jp
●携帯電話及びスマートフォン用ホームページURL  http://www.fdcnet.ac.jp/col/deviceselect.html

問合せ先 ▲携帯電話からの
アクセスは
こちらから！

専攻科・口腔保健衛生学専攻

福岡医療短期大学

区分
募集定員 約25名

福岡歯科大学試験場・東京試験場 福岡歯科大学試験場福岡歯科大学試験場

合格発表日

試験会場

願書
受付期間

H28.8.1（月）
～8.3（水）

H28.8.8（月）
～8.17（水）

H28.10.3（月）

H28.9.1（木）
～9.8（木）

H28.9.12（月）
～9.21（水）

H28.10.20（木）

H28.10.3（月）
～10.13（木）

H28.11.17（木）

H28.11.1（火）
～11.10（木）

H28.12.15（木）

H28.11.29（火）
～12.8（木）

H29.1.19（木）

H28.12.15（木）
～29.1.12（木）

H29.2.23（木）

H29.1.27（金）
～2.15（水）

H29.3.9（木）

H29.2.16（木）
～3.1（水）

H29.3.24（金）

H29.3.6（月）
～3.17（金）

福岡医療短期大学

AO入試（社会人含む）　歯科衛生学科〈約35名〉／保健福祉学科〈約20名〉

※社会人AO入学試験は、上記日程で行います。　注）オープンキャンパス・AO入学試験については、希望により随時開催することがあります。

オープンキャンパス開催のお知らせ

試験日 H28.8.5（金） H28.8.19（金） H28.9.10（土） H28.9.24（土）H28.10.15（土）H28.11.12（土）H28.12.10（土） H29.1.14（土） H29.2.17（金） H29.3.3（金） H29.3.22（水）

福岡歯科大学

区分

合格発表日

試験会場

募集定員

願書
受付期間

試験日

歯科衛生学科 指定校推薦入学試験
A日程 B日程 C日程 D日程

公募推薦入学試験（Ⅰ）公募推薦入学試験（Ⅱ）

H28.10.4（火）

約13名
H28.10.2（日）

H28.8.29（月）
～9.28（水）

AO入試Ⅰ期

H28.11.22（火）

約15名
H28.11.19（土）

H28.11.1（火）
～11.16（水）

推薦入試指定校推薦入試

H29.2.8（水）午後5時

約47名
H29.2.3（金）

H29.1.4（水）～1.31（火）

一般入試A日程
約5名

センター試験利用入試Ⅰ期

H29.3.7（火）午後5時

約11名
H29.3.4（土）

H29.2.1（水）～3.2（木）

一般入試B日程
約2名

センター試験利用入試Ⅱ期

H29.3.22（水）

約2名
H29.3.21（火）

H29.3.1（水）
～3.16（木）

AO入試Ⅱ期

約3名 約1名 約10名 約3名 約2名

H28.12.15（木）

約10名
H28.12.10（土）

H28.11.29（火）
～12.8（木）

一次募集

H29.2.8（水）

約5名
H29.2.1（水）

H29.1.4（水）
～1.30（月）

二次募集

H29.3.24（金）

約5名
H29.3.22（水）

H29.3.6（月）
～3.17（金）

三次募集

約1名

H28.11.17（木）合格発表日

試験会場

願書
受付期間

試験日 H28.11.12（土）

H28.11.1（火）
～11.10（木）

福岡医療短期大学

H28.12.15（木）

H28.12.10（土）

H28.11.29（火）
～12.8（木）

H29.2.8（水）

H29.2.1（水）

H29.1.4（水）
～1.30（月）

H29.2.23（木）

H29.2.17（金）

H29.1.27（金）
～2.15（水）

H29.3.9（木）

H29.3.3（金）

H29.2.16（木）
～3.1（水）

H29.3.24（金）

H29.3.22（水）

H29.3.6（月）
～3.17（金）

区分
募集定員 約10名

保健福祉学科 指定校推薦入学試験

約2名

公募推薦入学試験（Ⅰ）
自己推薦入学試験（Ⅰ）

約2名

公募推薦入学試験（Ⅱ）
自己推薦入学試験（Ⅱ）

約3名 約1名 約1名 約1名

口腔歯学部

一般入学試験（社会人を含む）

A日程 B日程 C日程 D日程
一般入学試験（社会人を含む）

福岡歯科大学 福岡医療短期大学 福岡看護大学（仮称）【設置認可申請中】
〈実施日〉
７月30日（土）
８月５日（金）・19日（金）
９月10日（土）・24日（土）
10月15日（土）
11月19日（土）
12月10日（土）

〈内容〉
●施設見学
●カリキュラム説明
●在校生の声紹介
●入学試験説明

施設見学 歯科衛生学科 保健福祉学科 新校舎完成イメージ

●７月23日（土） ●８月７日（日） ●９月11日（日）
 ３日程とも13：00～16：00

『2017年４月 開学予定！』

詳しくは
ホームページで
公開中！

〈内容〉
模擬講義、看
護体験、大学
生活に関する
相談会

〈開催場所〉福岡歯科大学本館




